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ほ
ぼ
す
べ
て
の
州
新
聞
法
に
お
い
て
、
反
論
請
求
権
の
裁
判
上
の
実
現
は
、
私
法
上
の
権
利
と
し
て
通
常
の
裁
判
上
の
方
法
に
よ

Ｈ
放
送

口
映
画
（

仁
結
び

六
放
送
、
映
画
に
対
す
る
反
論
請
求
権

ロ
請
求
さ
れ
た
反
論
の
拒
否

口
付
随
的
問
題
（
以
上
・
’
一
九
号
）

五
反
論
請
求
権
の
実
現

Ｈ
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
と
仮
処
分
手
続

口
管
轄
権

口
特
別
な
訴
訟
要
件
と
し
て
の
掲
載
請
求
の
拒
否

四
裁
判
手
続

国
強
制
執
行
（
１
）

㈹
弁
護
士
費
用

１
序
説

五
反
論
請
求
権
の
実
現

Ｈ
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
と
仮
処
分
手
続

強
制
執
行
（
１
）

弁
護
士
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以
上
本
号
）



(安次富）ドイツ法における反論請求権（三）115
ろ
旨
、
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
笛
］
シ
房
・
鱈
Ｐ
勺
の
）
。
つ
ま
り
、
概
略
的
に
い
え
ば
、
義
務
者
に
よ
る
反
論
文
掲
載

義
務
不
履
行
の
際
に
、
反
論
請
求
権
の
実
現
は
、
③
通
常
の
裁
判
上
の
方
法
に
よ
る
こ
と
、
⑪
裁
判
所
は
被
影
響
者
の
申
立
に
基
づ

き
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
行
人
に
州
新
聞
法
一
一
条
一
一
一
項
に
規
定
す
る
形
式
で
反
論
文
を
公
表
す
る
こ
と
を
命
ず
ろ
こ
と
、
㈲
仮
処

分
の
発
令
手
続
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
が
反
論
文
掲
載
を
命
ず
ろ
手
続
に
準
用
さ
れ
る
が
、
保
全
の
必
要
性
を
疎
明
す
る
必

要
が
な
い
こ
と
、
⑪
こ
の
手
続
は
終
局
的
で
あ
り
本
案
手
続
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
が
規
定
さ
れ
て
い
ろ
。

ま
た
、
こ
の
反
論
文
掲
載
命
令
は
、
私
権
に
対
す
る
厳
し
い
強
制
手
続
（
》
路
⑭
ｎ
勺
○
に
よ
る
強
制
金
・
強
制
拘
禁
に
よ
る
間

（
２
）

接
強
制
）
に
よ
り
有
効
に
実
現
さ
れ
ろ
。

２
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴

ラ
イ
ヒ
新
聞
法
の
下
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
｜
万
で
は
、
一
九
条
で
二
条
の
反
論
文
掲
載
義
務
違
反
の
場
合
に
刑
罰
を
科

し
て
お
り
、
他
方
で
不
履
行
に
対
す
る
私
法
上
の
履
行
請
求
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
規
定
を
有
し
な
か
っ
た
た
め
、
反
論
権
が
公
法

（
３
）

上
の
権
利
か
あ
る
い
は
私
法
上
の
権
利
か
、
と
い
う
こ
と
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
反
論
請
求
が
行
政
裁
判
所
か
あ
る
い
は
通

常
裁
判
所
の
い
ず
れ
に
提
訴
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
反
し
、
現
行
州
新
聞
法
は
、
二
条
で
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
、
反
論
文
掲
載
不
履
行
の
際
に
通
常
裁
判
所
で
の
履
行
請

（
４
）

求
を
規
定
し
、
反
論
権
が
私
法
上
の
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
（
亟
巨
吟
房
・
←
田
旧
の
）
。

求
を
規
定
し
、
反
論
権

３
仮
処
分
手
続

⑩
本
案
手
続
の
禁
止
反
論
請
求
権
は
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
明
文
上
許
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
手
続
に

よ
る
か
は
そ
の
こ
と
自
体
か
ら
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
関
し
、
大
部
分
の
州
新
聞
法
は
、
反
論
請
求
手
続
に
は
、

仮
処
分
の
規
定
を
準
用
す
る
旨
を
規
定
す
る
と
同
時
に
、
迂
遠
な
本
案
手
続
を
許
さ
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
ろ
（
》
巨
少
肝
・
吟
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L
P
G
)
｡
場
合
を
分
け
て
考
え
れ
ば
､
以
下
の
よ
う
に
な
る
｡

ま
ず
'
バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法
を
除
い
て
､
す
べ
て
の
州
新
聞
法
に
仮
処
分
の
発
令
に
関
す
る
Z
P
O
の
規
定
が
反
論
請
求
手
続

(
5
)

に
準
用
さ
れ
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
｡
判
例

･
通
説
は
､
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
も
仮
処
分
手
続
が
許
さ
れ
る
も
の
と
解
し

(
6
)

て
い
る
｡

(7
)

大
部
分
の
州
新
聞
法
は
､
さ
ら
に
本
案
手
続
は
許
さ
れ
な
い
旨
を
明
文
を
も

っ
て
規
定
し
て
い
る
か
､
あ
る
い
は
'
仮
処
分

へ
の

(
8
)

(
9
)

z
p
o
規
定
の
準
用
を
規
定
し
な
が
ら
Z
P
O
九
二
六
条
の
準
用
を
排
除
し
て
'
結
果
的
に
本
案
手
続
を
排
除
し
て
い
る
｡

た

だ
'

琉大法学 第31号 (1982)

お
い
て
は
､
判
例
は
仮
処
分
手
続
の
み
を
許
し
本
案
手
続
は
許
さ
な
い
｡
ヘ

ッ
セ
ン
で
は
､
判
例
は
'
本
案
手
続
-
許
し

ハ
ン
ブ
ル
ク
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
新
聞
法
は
本
案
手
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
規
定
を
有
し
な
い
｡
し
か
し
'
ハ

(10
)
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ヽ
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(
12
)

そ
れ
と
'
解
釈
上
仮
処
分
手
続
を
許
し
て
い
る
バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法
の
下
で
は
､
本
案
手
続
も
禁
じ
ら
れ
て
い
な

い
｡
結
局
'
バ
イ

エ
ル
ン
と
ヘ
ッ
セ
ン
を
除
い
て
は
､
州
新
聞
法
の
明
文
の
規
定
あ
る
い
は
解
釈
に
よ
-
'
反
論
請
求
手
続
と
し
て
は
仮
処
分
手
続
の

み
を
許
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

脚

本
案
手
続
の
排
除
の
問
題
点

第

7
に
､
仮
処
分
に
対
し
て
は
控
訴
だ
け
し
か
許
さ
れ
ず
上
巻
は
許
さ
れ
な
い
の
で
℡
545

(13
)

A

bs.
2
Sa
tz
t

Z

P
O

)

､

連
邦
通
常
裁
判
所

(B
G
H
)
に
よ
る
反
論
権
の
領
域
で
の
法
的
統

1
が
確
保
さ
れ
な
い
t
と
い
う

(
1

4
)

(15
)

異
議
が
唱
え
ら
れ
る

｡

B

G
H
は
'
パ
ー
ム
ホ
ー
リ
ン
決
定

(
B
am
fo
Jin
I
E

ntsche
id
u
n
g
)

で

以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て

(16
)

こ
の
異
議
を
認
め
な
か
っ
た
｡
《
反
論
櫛
の
下
で
は
､

｢
こ
の
法
的
規
制
に
対
し
て
'
連
邦
が
'
基
本
法
七
五
条
二
号

に
基

づ
-
大

(
17
)

綱
法
管
轄
権
を
行
使
し
な
い
限
-
'
ラ
ン
ト
の
立
法
権
者
が
'
基
本
法
七
〇
条

一
項
に
基
づ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
新
聞
法
の
特
別

(18
)

な
法
制
度
｣
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
O
連
邦
省
法
裁
判
所

に

よ
っ
て
'
新
聞
に
J･6
る
不
法
行
為
の
時
効
の
問
題
に
関
し
て
発
展
さ
せ

ら
れ
た
原
則
に
よ
れ
ば
､
そ
の
よ
う
な
特
別
の
手
続

(原
報
道

へ
の
迅
速
な
反
応
'
形
式
的
審
査
と
い
う
要
件
)
が
'
新
聞
法
と
い
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う
素
材
の
特
性
か
ら
生
ず
る
限
り
、
「
新
聞
法
」
と
い
う
素
材
の
み
な
ら
ず
、
訴
訟
上
の
手
続
に
関
し
て
も
ま
た
規
制
す
る
権
限
を

与
え
ら
れ
て
い
ろ
。
実
務
上
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
民
事
訴
訟
手
続
は
、
｜
般
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
ろ
と
一
一
占
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
ま
た
、
反
論
請
求
権
は
形
式
的
性
質
を
有
す
る
の
で
管
轄
権
を
有
し
た
ｏ
Ｌ
Ｇ
決
定
の
上
告
審
的
な
再
審
査
は
、
必
ず
し
も
必

要
で
な
い
。
主
張
な
い
し
反
論
の
実
質
的
な
真
実
性
に
関
す
る
争
い
は
、
不
作
為
、
取
消
お
よ
び
損
害
賠
償
に
関
す
る
、
い
ず
れ
に

せ
よ
上
告
可
能
な
訴
訟
手
続
で
解
決
さ
れ
ろ
。
ｖ

第
二
に
、
仮
処
分
手
続
で
は
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
決
定
さ
れ
る
可
能
性
も
存
す
る
（
竃
ヨ
ン
ヶ
②
・
四
Ｎ
勺
。
）
の
で
、
本
案
手
続

（
四
）

（
加
）

の
排
除
は
、
法
律
上
の
審
問
権
の
保
障
（
し
円
斤
・
］
＆
少
房
・
房
の
⑦
）
に
違
反
す
る
旨
の
異
議
が
唱
え
ら
れ
ろ
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

（
皿
）

次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
て
い
ろ
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
以
前
、
他
の
事
件
で
、
あ
る
迅
速
な
決
定
が
、
主
張
さ
れ
た

請
求
権
を
危
う
く
し
な
い
た
め
に
絶
対
必
要
な
ら
ば
、
被
申
請
人
の
事
前
の
聴
問
（
崖
目
○
日
□
ぬ
）
な
し
の
仮
処
分
手
続
が
許
さ
れ

（
配
）

る
こ
と
、
ま
た
被
申
請
人
の
異
議
の
申
立
（
謡
①
患
と
匿
い
国
）
）
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
口
頭
弁
論
で
、
被
申
請
人
が
抗
弁
を
聴
取

さ
る
べ
き
法
的
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
件
で
は
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
旨
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
、
レ
フ
ラ
ー
（
Ｐ
α
昌
図
）
は
、
申
請
人
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
、
ま
た
実
現
さ
れ
た
暫
定
的
な
命
令
が
後
に
始
め
か
ら
根
拠
が

（
羽
）

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、
申
請
人
は
新
聞
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
（
》
の
怠
臼
勺
。
）
点
も
指
摘
し
て

③
処
分
理
由
の
疎
明
の
不
必
要
性
反
論
請
求
手
続
に
は
、
州
新
聞
法
の
明
文
の
規
定
に
よ
り
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
九
一
一
一
五
条
以
下
の

規
定
が
準
用
さ
れ
ろ
（
率
巨
シ
ワ
の
．
←
㈲
勺
の
）
。
反
論
を
根
拠
づ
け
て
い
る
事
実
の
存
否
は
、
仮
処
分
手
続
に
お
い
て
は
、
証
明
で

は極く疎明で足りる。すなわち、ｚＰｏ九三六条、九二ｏ条二髭）二九四籍準用されろ．疎明陸軽度の説得
力
で
、
す
な
わ
ち
優
勢
な
蓋
然
性
（
号
閂
乱
の
、
の
苞
の
爵
冒
ｍ
・
ロ
：
一
局
嶌
凰
［
）
で
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
即
座
に
為
す

Ｕ1

3）ろ,‐、
。２４
、－〆
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こ
と
を
得
べ
き
証
拠
｣
(
$
2
9
4

A

bs.2
Z
P
O
参
照

)
'
た
と
え
ば
'
文
香

(
コ
ピ
ー
は
原
則
と
し
て
認
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
)
お
よ
び
在
廷
の
証
人
ま
た
は
畳
替
に
代
わ
る
保
証
な
ど
が
､
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
｡
こ
の
よ
う
に
､
仮
処
分
手
続
を
許
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
､
結
局
'
申
讃
人

(被
影
智
者
)
の
た
め
に
証
明
の
軽
減
を
も
図

っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
｡

仮
処
分
手
続
に
お
い
て
､
緊
急
性
'
す
な
わ
ち
即
時
の
掲
載
が
な
さ
れ
な
い
場
合
の
反
論
請
求
権
の
危
険
は
疎
明
さ
れ
る
必
要
は

な
い

(SltAbs.4LPG)｡と
い
う
の
は
､
遅
滞
し
た
反
論
で
は
法
上
認
め
ら
れ
た
反
論
の
目
的
を
遵
せ
ず
､
ま
た
反
論
の
緊
急
性
は
'

事
物
の
性
質
か
ら
当
然

に
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
要
す
る
に
'
反
論
請
求
権
そ
れ
自
休

〔
い
わ
ゆ
る
仮
処
分
請
求
権
(V
e
r-

f
u

g
u
n
g
san
sp
r

u
ch

)
〕
は
'
疎
明
を
要
す
る
が
'
緊
急
性

〔
い
わ
ゆ
る
仮
処
分
理
由

(
V
e
r
曹

局

Sg
r
un
d

)
〕
は
疎

明
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
反
論
請
求
権
は
､
形
式
性
を
有
し
て
い
る
の
で
､
原
報
道
あ
る
い
は
反
論
の
臭
突

･
不
夷
実
に
関
す
る
疎
明
を
要
し
な
い
｡

(27
)

し
か
し
､
義
務
者
に
よ
る
掲
載
の
拒
否
は
疎
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ま

た
､
原
報
道
が
公
表
さ
れ
た
こ

と
'
そ
の
内
容

(
で

(
劫
)

き
る
だ
け
､
原
本
の
提
示
に
よ
っ
て
)
'
お
よ
び
義
務
者

(

i
m
p
r

essum
の
提
示
に
よ
り

)
は
疎
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

日

管

播

植

(
29
)

川

事
物
管
轄

判
例

･
通
説

は

'

反
論
権
の
人
格
権
的
性
質
を
考
慮
し
て
'
非
財
産
権
的
な
請
求
権
に
対
し
て
-

っ
ば
ら
関

(30
)

係
あ
る
地
方
裁
判
所
が
事
物
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
し
て
い
る

(
肋肋
2
3
N
r
L

.

71
A
bs.
t

G
V
G

)

｡

こ
れ
に
反
し
'
ヴ

ェ
ン

ツ
ェ
ル

(
W
e
n
z

e
l
)
は
'
反
論
請
求
櫛
の
具
体
的
事
案
ご
と
に
非
財
産
的
な
利
益
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
か
､
あ
る
い
は
財
産

(31
)

機
的
な
利
益
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
か
を
判
断
し
'
そ
れ
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
だ
t
と
解
し
て
い
る

｡

ち

な
み
に
'
ヴ

ェ
ン
ツ
ェ
ル

は
'
反
論
が
財
産
権
的
な
利
益
を
中
心
と
す
る
事
例
と
し
て
は
､
製
品
に
関
す
る
否
定
的
な
テ
ス
ト
を
公
表
し
た
雑
誌
に
対
す
る
企
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業
の
反
論
の
場
合
な
ど
を
考
え
て
い
ろ
。

（
犯
）

通
説
・
判
例
の
立
場
か
ら
は
、
裁
判
籍
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
は
排
除
さ
れ
ろ
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
合
意
は
、
財
産
権
的
な

請
求
権
の
も
と
で
の
み
許
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
鷲
Ｃ
レ
ウ
Ｐ
画
困
勺
。
）
。

②
土
地
管
轄
土
地
管
轄
に
つ
い
て
は
、
州
新
聞
法
に
特
別
な
規
定
が
な
い
の
で
民
事
訴
訟
法
に
従
う
。
通
説
は
、
掲
載
義

務
者
の
普
通
裁
判
籍
、
す
な
わ
ち
新
聞
社
等
の
所
在
地
、
発
行
人
あ
る
い
は
責
任
編
集
者
の
住
所
地
の
地
方
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有

（
詔
）

す
る
と
解
し
て
い
ろ
（
謡
弓
》
屋
Ｎ
勺
。
）
。

（
調
）

こ
れ
に
反
し
、
ノ
イ
マ
ン
Ⅱ
デ
ュ
エ
ス
ベ
ル
ク
（
ｚ
①
巨
日
四
ロ
ロ
ー
ロ
ロ
①
：
の
『
呼
認
）
お
よ
び
ヴ
ェ
ン
ッ
ェ
ル
は
、
新
聞
の
流
布
地

が
被
影
響
者
の
住
所
地
で
も
あ
る
と
き
（
ヴ
ェ
ン
ッ
ェ
ル
は
こ
の
点
を
指
摘
す
る
）
新
聞
の
流
布
地
の
裁
判
所
も
ま
た
管
轄
権
を
有

す
る
と
解
し
て
い
ろ
。
ま
ず
、
ノ
イ
マ
ン
Ⅱ
デ
ュ
エ
ス
ベ
ル
ク
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
に
基
づ
き
、
反
論
文
の
掲
載
の
み
で
な
く
、

（
鋼
）

流
布
に
関
す
る
私
法
上
の
履
行
請
求
権
が
生
ず
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
そ
の
際
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
二
九
条
の
意
味
で
の
履
行
地
は
、
新
聞

の
流
布
地
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
は
、
独
立
の
履
行
請
求
権
の
た
め
の
根
拠
と
な
り
え
な

（
訂
）

い
こ
と
、
ま
た
Ｚ
Ｐ
ｏ
二
九
条
は
、
債
権
法
上
の
契
約
に
基
づ
く
履
行
請
求
権
だ
け
に
関
係
し
、
反
論
請
求
権
の
よ
う
に
法
律
上

（
兜
）

（
鍋
）

（
笛
］
門
勺
の
）
生
ず
る
履
行
請
求
権
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
の
点
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
ヴ
ェ
ン
ッ
ェ
ル
は
、
州
新
聞
法
一
一
条
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
一
一
三
条
二
項
の
意
味
で
の
保
護
法
規
と
み
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

（
⑪
）

て
、
流
布
地
の
裁
判
籍
を
不
法
行
為
の
特
別
な
裁
判
籍
（
題
画
Ｎ
で
。
）
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
ろ
。
反
論
文
を
掲
載
せ

ず
に
新
聞
を
流
布
す
れ
ば
、
損
害
は
被
影
響
者
の
住
所
地
で
生
ず
る
、
と
す
る
。
た
し
か
に
、
州
新
聞
法
二
条
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二

三
条
一
一
項
の
意
味
で
の
保
護
法
規
で
あ
る
の
で
、
根
拠
な
く
反
論
掲
載
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
有
責
と
み
な
さ
れ
る
と
き
に

は
不
法
行
為
を
構
成
す
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
二
項
か
ら
は
、
不
掲
載
に
よ
り
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
ず
る
だ
け
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こ
の
点
に
関
し
て
は
、
レ
ー
プ
マ
ン
（
内
８
日
四
口
巳
に
よ
り
異
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
ろ
。
レ
ー
プ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
被
影
響
者
は
、

（“）（妬）
新
聞
に
よ
る
掲
載
請
求
の
拒
否
を
待
た
ず
、
す
ぐ
に
仮
処
分
を
申
請
し
う
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
信
義
則

や
反
論
の
意
味
お
よ
び
目
的
と
も
一
致
せ
ず
、
ま
た
報
道
の
自
由
に
も
反
す
る
、
と
批
判
さ
れ
て
い
ろ
。
つ
ま
り
、
レ
ー
プ
マ
ン
の

見
解
に
よ
れ
ば
、
新
聞
社
が
任
意
に
反
論
を
掲
載
す
る
意
思
が
あ
る
と
き
に
も
、
裁
判
所
の
掲
載
命
令
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
レ
ー
プ
マ
ン
の
よ
う
に
解
し
な
け
れ
ば
、
被
影
響
者
の
迅
速
な
救
済
が
実
現
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い

ろ
○

（
⑬
）

と
主
張
さ
れ
て
い
ろ
。

口
特
別
な
訴
訟
要
件
と
し
て
の
掲
載
請
求
の
拒
否

（
狸
）

掲
載
義
務
者
が
、
被
影
響
者
の
掲
載
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
も
訴
訟
要
件
の
一
つ
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ニ

ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
、
ノ
ル
ト
ラ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
お
よ
び
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
各
州
の
新
聞

法
は
、
「
無
益
に
行
使
さ
れ
た
反
論
請
求
権
の
実
現
の
た
め
に
は
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
許
さ
れ
る
」
（
》
臣
レ
ウ
の
卜
切
甸
の
日
宅
⑦

な
ど
）
旨
、
規
定
し
て
い
ろ
。
つ
ま
り
、
掲
載
義
務
者
が
掲
載
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、
裁
判
上
訴
求
し
う
ろ
こ

と
に
な
っ
て
い
ろ
。
こ
の
趣
旨
は
、
法
政
策
的
理
由
（
不
必
要
な
訴
訟
の
回
避
）
お
よ
び
反
論
に
関
わ
る
法
律
関
係
の
特
殊
性
、
つ

ま
り
反
論
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
誰
に
よ
り
請
求
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
新
聞
は
予
め
知
り
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
明
文
の
規
定
を
欠
く
州
新
聞
法
の
下
で
も
、
同
じ
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

（
虹
）

で
、
反
論
掲
載
請
求
権
は
生
じ
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
ろ
。

し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
に
出
訴
す
る
前
に
新
聞
に
自
発
的
な
掲
載
の
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
の
速
や
か
な
返
答
を
求
め
る
こ
と
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四
裁
判
手
続

⑪
仮
処
分
手
続
裁
判
手
続
の
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
州
新
聞
法
二
条
四
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
仮
処
分
手
続
に
関
す

る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
（
謡
田
切
魚
・
昌
６
）
が
準
用
さ
れ
ろ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
緊
急
性
（
処
分
理
由
）

の
疎
明
を
必
要
と
し
な
い
（
皆
］
シ
房
・
一
国
命
）
と
い
う
点
で
例
外
が
存
す
る
。

（
蛆
）

反
論
請
求
の
審
理
手
続
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
を
経
な
く
と
も
よ
い
と
す
る
見
解
と
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
を
経

（
⑲
）

ろ
こ
と
を
要
す
る
と
す
る
見
解
の
対
立
が
あ
る
。
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
を
必
要
と
す
る
見
解
が
多
数
説
で
あ
る
。
仮
処
分
に
関
す

る
Ｚ
Ｐ
ｏ
九
三
七
条
二
項
の
「
急
迫
な
る
場
合
に
は
裁
判
は
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
こ
れ
を
な
し
う
る
」
旨
の
規
定
と
仮
差
押
に
関

す
る
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
一
二
条
一
頃
の
「
裁
判
は
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
こ
れ
を
な
し
う
る
」
旨
の
規
定
の
差
異
を
根
拠
と
す
る
。
つ
ま
り
、

（
釦
）

（
皿
）

仮
処
分
手
続
に
お
い
て
は
、
口
頭
弁
論
な
し
の
判
決
は
、
特
別
に
Ｚ
Ｐ
ｏ
九
三
五
条
、
同
九
四
○
条
を
越
え
る
緊
急
性
の
あ
る
場
合

（
兜
）

に
の
み
許
さ
れ
る
、
と
す
る
。

②
裁
判
（
団
員
の
：
巴
□
目
頭
）
の
疎
明
責
任
反
論
請
求
手
続
に
お
い
て
、
誰
が
疎
明
責
任
を
負
担
す
る
か
、

す
な
わ
ち
疎
明
責
任
の
分
配
は
、
州
新
聞
法
二
条
な
ど
の
反
論
請
求
権
を
規
定
す
る
条
文
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
積

極
的
要
件
あ
る
い
は
消
極
的
要
件
の
区
別
に
従
い
前
者
は
申
請
人
、
後
者
は
被
申
請
人
が
負
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
彼

（
妬
）

は
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
聞
が
拒
否
し
た
か
、
あ
る
い
は
返
答
し
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
裁
判

所
へ
出
訴
し
う
る
。
返
答
が
な
い
場
合
で
も
、
た
と
え
ば
月
刊
誌
な
ど
の
場
合
に
は
、
必
ら
ず
し
も
次
号
の
発
行
を
待
つ
必
要
は
な

（
灯
）

い
と
解
さ
れ
て
い
ろ
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
解
し
な
け
れ
ば
、
時
間
が
無
益
に
経
過
し
、
反
論
制
度
の
目
的
で
あ
る
迅
速
な

救
済
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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仮
処
分
手
続
に
は
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
九
三
八
条
「
裁
判
所
は
自
由
裁
量
に
従
い
目
的
を
達
す
る
の
に
必
要
な
処
分
を
定
め
ろ
」
が
適
用
さ

れ
る
の
で
、
裁
判
所
は
不
正
確
に
あ
る
い
は
不
当
に
作
成
さ
れ
た
反
論
の
変
更
を
な
し
う
る
か
、
あ
る
い
は
公
表
技
術
的
な
詳
細
を

委
せ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
等
は
、
同
条
に
基
づ
き
決
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に
よ
る
と
い
っ
て

も
、
口
頭
弁
論
主
義
に
基
き
当
事
者
の
申
立
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
た
Ｚ
Ｐ
ｏ
三
○
八
条
に
よ
り
制
限
を
受
け
る
の
で
、
自
ず

か
ら
限
界
が
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
そ
の
変
更
あ
る
い
は
省
略
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
限
界
が
付
さ
れ
て

（
銘
）

い
る
。
ご
く
僅
か
の
取
る
に
足
り
な
い
変
更
あ
る
い
は
省
略
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
新
し
い
言
い
回
わ
し

（
的
）

は
、
な
お
本
来
の
申
立
か
ら
導
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
申
立
て
ら
れ
た
反
論
の
意
味
と
傾
向
は
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な

（
釦
）

（
団
）

い
と
と
、
な
ど
で
あ
る
。
レ
フ
ラ
ー
、
レ
フ
ラ
ー
Ⅱ
リ
ッ
カ
ー
（
旧
ｃ
閣
一
ロ
ペ
囚
Ｃ
六
日
）
も
、
こ
の
判
例
の
立
場
を
支
持
し
て
い
ろ
。

（
皿
）

こ
れ
に
反
し
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
九
三
八
条
は
反
論
の
審
理
に
際
し
て
、
無
制
限
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
や
裁
判
所
は
明
確

⑪
裁
判
（
向
ロ
厨
呂
の
丘
目
、
）

申
請
が
理
由
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
新
聞
に
提
出
さ
れ
た
反
論
文
の
掲
載
を
命
ず
ろ
。
仮

処
分
の
発
令
は
、
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
判
決
に
よ
り
、
例
外
的

に
決
定
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

（
弱
）

赤
欄
（
困
巨
耳
目
】
）
に
お
け
る
表
示
は
、
通
常
の
事
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
仮
処
分
原
告
、
仮
処
分
被
告
と
な
る
。

判
決
主
文
で
、
反
論
の
本
文
の
み
を
記
載
し
、
公
表
の
仕
方
等
の
詳
細
は
新
聞
の
裁
量
に
ま
か
せ
る
か
、
あ
る
い
は
、
反
論
の
本

（
髄
）

文
と
と
も
に
公
表
に
つ
い
て
の
詳
細
も
主
文
に
記
載
す
る
か
は
、
裁
判
所
に
ま
か
さ
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
、
後
者
が
推
奨
さ
れ
る
べ

（
師
）

き
だ
と
い
わ
れ
て
い
ろ
。

請
人
が
負
う
。

申請人は｛齢論掲載の除外理由の存在に対して疎明責任を負狼）また、訴訟要件に関する疎明は、原則として申
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図
強
制
執
行

（
師
）

反
論
文
掲
載
を
命
ず
ろ
判
決
等
の
強
制
執
行
は
、
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に
従
う
（
謡
窟
①
》
巴
、
Ｎ
勺
。
）
。
反
論
の
掲
載
義
務
は
、

（
肥
）

不
代
替
的
作
為
義
務
で
あ
る
の
で
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
八
八
八
条
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

裁
判
所
の
仮
処
分
命
令
に
基
づ
き
反
論
が
公
表
さ
れ
て
後
、
反
論
請
求
権
が
始
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
こ
の
決

定
が
変
更
さ
れ
る
な
ら
ば
、
仮
処
分
原
告
は
、
仮
処
分
被
告
に
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
（
選
怠
Ｎ
勺
。
）
。
こ
の
場
合
、
損
害
賠
償

（
的
）

請
求
権
者
は
、
仮
処
分
被
告
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
説
は
、
責
任
編
集
者
だ
け
が
、
被
告
と
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
者
は
、
新
聞

社
自
身
の
損
害
を
第
三
者
損
害
請
求
（
ロ
ュ
耳
の
呂
且
の
口
②
一
亘
昌
：
ご
目
）
の
方
法
で
行
使
し
う
る
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
損
害

（
錨
）

に
表
現
す
る
義
務
（
勺
｛
－
－
，
頁
Ｎ
巨
『
可
・
『
日
巳
】
①
２
口
、
）
を
も
負
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
よ
り
広
い
見
解
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ザ
ィ
ッ
Ⅱ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
Ⅱ
シ
ェ
ー
ナ
ー
（
ｍ
の
一
訂
、
の
：
昌
一
号
、
の
：
目
の
『
）
は
、
よ
り
狭
く
解
す
べ
き
だ

（
“
）

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
反
論
は
、
人
格
に
深
く
関
連
す
る
性
質
を
有
す
る
の
で
、
被
影
響
者
の
反
論
の
作
成
は
排
他
的
に
被
影
響
者
の

な
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
純
粋
に
一
一
一
国
語
的
な
あ
る
い
は
文
法
的
な
誤
り
に
限
り
許
さ
れ
る
、
と
す
る
。
結
局
、
こ
の

（
髄
）

見
解
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
指
揮
権
に
関
す
る
Ｚ
Ｐ
ｏ
一
三
九
条
、
同
二
七
八
条
一
一
一
項
に
従
っ
た
裁
判
官
の
相
当
の
指
摘
に
よ
り
、
被
影

、
、

饗
者
自
身
に
か
し
を
除
去
さ
せ
る
方
法
だ
け
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
口
頭
弁
論
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ｚ
Ｐ
ｏ
’
三
九
条
を
活
用
し
て
被
影
響
者
自
身
に
よ
る
修
正
が
な
さ
れ
う

る
。
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
は
裁
判
所
に
よ
る
修
正
も
許
さ
れ
る
と
す
る
レ
フ
ラ
ー
、
レ
フ
ラ
ー
Ⅱ
リ
ッ
カ
ー
説
に
よ
れ
ば
、
反
論
文

中
の
許
さ
れ
な
い
か
し
に
対
す
る
裁
判
所
の
修
正
を
申
請
人
が
反
対
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
反
論
請
求
は
全
体
と
し
て
棄
却
さ
れ
な
け

（
妬
）

れ
ば
な
ら
な
い
。
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転
位
（
の
：
且
①
ロ
の
ぐ
の
『
一
ｍ
ｍ
の
日
ロ
由
）
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
責
任
編
集
者
は
、
い
か
な
る

損
害
を
も
被
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
反
し
損
害
を
被
っ
た
新
聞
社
は
い
か
な
る
請
求
権
も
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

㈲
弁
護
士
費
用

裁
判
手
続
に
お
け
る
訴
訟
費
用
（
裁
判
費
用
お
よ
び
弁
護
士
費
用
等
）
の
負
担
は
、
勝
訴
な
い
し
敗
訴
を
基
準
と
し
て
民
事
訴
訟
法

の
規
定
に
従
い
決
せ
ら
れ
ろ
（
謡
巴
ｌ
皀
園
宅
。
）
。
な
お
、
裁
判
外
の
反
論
請
求
で
生
じ
た
弁
護
士
費
用
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、

州
新
聞
法
に
も
な
ん
ら
の
規
定
も
お
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
｜
般
の
不
法
行
為
責
任
（
窓
、
呂
庫
・
函
の
函
）
、
遅
滞
責
任
（
詔
画
置
・

（
わ
）

路
①
国
の
国
）
等
に
基
づ
き
処
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
前
述
し
た
（
四
口
③
）
。

圧

（
１
）
広
告
費
用
は
、
訴
訟
法
の
費
用
負
担
の
問
題
と
は
な
り
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
扱
わ
な
い
。
広
告
費
用
の
裁
判
外
で
の
賠
償
請
求
等

に
つ
い
て
は
前
述
し
た
（
四
口
②
）
。
し
た
が
っ
て
、
旧
目
次
「
弁
護
士
費
用
お
よ
び
広
告
費
用
」
を
「
弁
護
士
費
用
」
に
改
め
る
。

（
２
）
バ
イ
エ
ル
ン
州
新
聞
法
だ
け
は
、
私
権
の
強
制
手
段
と
な
ら
ん
で
、
刑
法
上
の
制
裁
を
も
規
定
し
て
い
る
（
留
昌
皆
冒
甸
の
）
。

（
３
）
一
口
１
⑪
（
「
流
大
法
学
」
二
八
号
二
○
七
頁
）
参
照
。

（
４
）
ヘ
ッ
セ
ン
州
新
聞
法
は
、
「
履
行
は
訴
え
ら
れ
う
る
」
（
習
①
レ
ワ
の
・
一
ｍ
ｍ
目
】
頭
①
の
の
ｍ
の
）
と
の
み
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
同
様

に
解
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
．
》
時
］
ン
す
り
←
ｍ

亟
巨
シ
ヮ
⑩
。
←
叩
凹
一

←
⑫
四
目
⑬
国
色
。
。
－
ご
『
ご
『
鳶
勺
の
朝
か
ご
シ
ワ
⑩
。
←

叩
凹
【
田
⑬
国
日
ロ
ヮ
勺
の
邨
亟
Ｓ
シ
ワ
⑪
．
』
叩
凶
［
Ｎ
函

の
四
百
四
国
の
『
一
勺
の
皷
坤
】
］
シ
ワ
⑰
，
←
の
四
斤
田
⑬
国
『
の
ョ
田
の
如

四
の
⑫
⑰
祠
の
》
亜
旨
シ
ゥ
⑰
・
炉
⑫
色
目
⑬
ｚ
』
の
わ
の
》
》
】
】
シ
ワ
晩
。
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←
の
画
曾
塑
Ｚ
宛
二
こ
つ
の
申
か
巨
少
す
⑫
。
←
、
口
薗
』
宛
声
】
１
℃
【
で
の
釦
亜
目
シ
ワ
⑫
専
一
の
餌
佇
刷
四
の
凹
凹
『
｝
で
の
》
亜
目
シ
す
⑩
．
』

の
日
田
画
の
、
三
’
四
勺
の
。

（
６
）
○
Ｆ
の
言
ご
ロ
、
可
の
ご
】
ｚ
］
ご
く
］
垣
①
、
】
の
。
頤
】
⑤
房
》
三
・
曰
Ｌ
○
ｍ
亘
の
郁
・
宅
『
①
の
の
①
崗
①
Ｏ
ぎ
げ
国
□
・
自
・
富
ご
ロ
●
す
の
ロ
・
】
⑪
①
Ｐ
叩
・
凶
←
⑤
》

の
巴
［
因
、
叩
、
目
】
】
旨
、
⑫
Ｃ
冨
口
①
ロ
ロ
の
Ｈ
の
①
、
①
且
閂
⑪
芹
の
］
］
巨
曰
、
：
ロ
②
已
目
：
ご
祠
『
の
⑩
の
①
・
国
一
日
．
『
：
丙
：
已
司
①
日
⑫
の
ゴ
ー

⑦
目
三
ほ
ロ
ロ
ゲ
⑩
Ｐ
后
歯
Ｐ
⑭
・
得
①
．

（
７
）
亟
巨
シ
ワ
⑪
。
←
由
四
ロ
・
Ｉ
ご
く
写
『
菖
勺
の
四
亜
Ｓ
シ
す
⑭
．
一
因
の
『
】
勺
。
》
亟
巨
シ
す
め
，
公
国
『
の
日
勺
の
》
亟
巨
シ
ウ
⑩
。
←
ｚ
宛
二
一
℃
の
琲

亟
］
］
レ
ウ
？
←
⑫
画
四
ユ
宅
の
。

（
８
）
「
Ⅲ
本
案
が
繋
属
し
な
い
と
き
は
、
仮
差
押
裁
判
所
は
申
立
に
よ
り
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
仮
差
押
命
令
を
得
た
当
事
者
が
所
定
の
期
間
内

に
訴
を
提
起
す
べ
き
旨
を
命
ず
べ
き
で
あ
る
。

②
こ
の
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
申
立
に
よ
り
終
局
判
決
を
も
っ
て
仮
差
押
の
取
梢
を
言
渡
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
》
圏
①
Ｎ
勺
。
）
。

（
９
）
亟
巨
シ
ワ
⑩
．
』
ｚ
こ
い
勺
の
一
亟
巨
』
す
⑪
．
←
丙
匡
‐
勺
帛
勺
の
．

（
、
）
⑩
の
一
目
、
の
：
己
一
号
、
の
。
冨
己
の
『
》
Ｐ
画
．
。
》
の
．
】
①
画
・

（
ｕ
）
。
旧
の
旬
『
：
匡
巨
『
（
判
決
（
】
】
・
局
・
』
⑤
画
①
）
》
三
コ
百
⑨
呂
己
←
魚
・
以
後
、
本
案
手
続
を
禁
じ
て
い
な
い
。
同
旨
、
缶
α
館
一
日
》

凹
・
四
・
○
・
・
の
・
暖
の
》
Ｐ
。
［
こ
の
『
、
四
ｎ
戸
の
『
・
四
画
目
す
Ｅ
ロ
ゴ
□
①
、
宅
吋
①
の
⑫
の
門
の
。
茸
［
、
》
冨
辱
口
。
■
の
Ｐ
】
垣
『
Ｐ
印
・
】
頤
『
》
の
①
一
目
、

⑫
◎
首
日
日
、
⑫
Ｃ
忌
曰
の
Ｈ
・
四
・
回
．
○
・
・
ｍ
・
忌
画
．

（
⑫
）
両
ず
ｇ

（
皿
）
「
上
峰

⑪
色
行
脚
』
Ｎ
勺
○
）
。

「
上
告
は
、
仮
差
押
あ
る
い
は
仮
処
分
の
命
令
、
変
更
、
取
消
に
関
し
て
な
さ
れ
た
判
決
に
対
し
て
は
許
さ
れ
な
い
。
」
（
亜
麗
叩
毎
ケ
、
＆
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２
新
聞
お
よ
び
映
画
の
一
般
的
法
律
関
係

３
以
下
略
」
（
シ
『
〔
・
『
、
凶
魚
，
』
の
。
）
。

（
Ⅳ
）
「
ラ
ン
ト
は
、
こ
の
基
本
法
が
連
邦
に
立
法
の
権
能
を
あ
た
え
な
い
限
度
で
、
立
法
権
を
有
す
る
。
」
（
毎
吋
【
・
ヨ
ン
ケ
⑩
。
］
の
⑦
）
。

（
畑
）
、
く
①
同
［
の
ロ
ロ
・
『
匂
い
凹
む
【
、
。

（
四
）
「
各
人
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
法
律
上
の
審
問
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
。
」
（
シ
月
・
】
屋
シ
ワ
⑩
．
】
の
。
）
・

（
卯
）
Ｆ
α
魚
】
の
『
・
Ｐ
Ｐ
Ｃ
，
ご
叩
・
山
一
『
・

（
皿
）
再
『
の
『
｛
の
南
具
Ｐ
の
．
⑪
⑫
・
・

（
配
）
「
仮
処
分
の
命
令
お
よ
び
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
仮
差
押
の
命
令
お
よ
び
仮
差
押
手
続
に
関
す
る
規
定
を
準
川
す
る
。
た
だ
し
、

以
下
の
数
条
に
お
い
て
異
る
規
定
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
（
琶
急
御
宅
○
）
。

「
⑪
仮
差
押
を
命
ず
ろ
決
定
に
対
し
て
は
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
異
議
の
あ
る
当
事
者
は
、
仮
差
押
の
取
消
の
た
め
に
主
張
す
る
理
由
を
異
議
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
職
権
を
も

っ
て
口
頭
弁
論
の
期
日
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
。
…
：
」
（
窓
匿
園
田
。
）
。

（
羽
）
「
仮
差
押
ま
た
は
仮
処
分
の
命
令
が
始
め
か
ら
不
当
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
ま
た
は
第
九
二
六
条
第
二
項
も
し
く
は
第
九
四

一
一
条
第
三
項
に
基
づ
い
て
命
ぜ
ら
れ
た
処
分
が
取
消
さ
れ
た
と
き
は
、
命
令
を
得
た
当
事
者
は
、
命
ぜ
ら
れ
た
処
分
の
執
行
に
よ
っ
て
相
手
方

グー、〆■、〆~、

１６１５１４
、＝グ蛆_ジ、－〆

１

略

Ｐ
α
顛
一
の
円
卓
凹
・
四
・
○
・
。
⑫
。
⑬
←
『
・

因
の
四
〕
ｚ
］
ご
『
・
＠
③
ｍ
・
印
］
函
⑬
Ｃ
，

「
連
邦
は
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
、
第
七
二
条
の
要
件
の
も
と
に
、
大
綱
的
規
定
を
発
布
す
る
権
利
を
有
す
る
。



ドイツ法における反論請求梅（三）（安次富）127

②
即
時
に
為
す
こ
と
が
で
き
な
い
証
処
調
は
許
さ
れ
な
い
。
」
（
雷
農
園
宅
。
）
。

（
”
）
の
①
】
：
、
⑫
：
自
己
局
、
ｍ
Ｄ
ｇ
ｐ
ｍ
日
凹
・
Ｐ
。
・
の
。
］
ｇ
は
反
対
・
掲
載
請
求
が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
訴
訟
要
件
と
は
解
し
な
い

こ
と
に
関
連
し
て
、
申
請
人
に
よ
る
疎
明
を
要
し
な
い
と
す
る
。

（
顕
）
⑫
２
日
、
⑫
、
ゴ
ョ
三
［
、
の
Ｃ
ｇ
ｐ
①
且
四
・
四
・
○
・
・
⑫
．
］
＆
、
］
８
．

（
”
）
■
の
四
》
ｚ
］
ヨ
Ｓ
８
．
の
．
届
】
》
ｚ
」
三
』
①
９
．
ｍ
．
』
圏
』
】
㈲
。
閉
一
の
『
・
餌
・
Ｐ
Ｃ
，
．
Ｐ
噛
盆
・

（
釦
）
「
区
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
民
事
上
の
争
訟
に
関
す
る
、
以
下
の
も
の
を
包
含
す
る
。
た
だ
し
、
訴
訟
物
の
価
格
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く

地
方
裁
判
所
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

１
財
産
権
上
の
請
求
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
の
金
額
ま
た
は
価
額
が
三
○
○
○
マ
ル
ク
を
超
え
な
い
も
の
に
関
す
る
訴
訟
・
・
・
…
…
」

（
》
印
⑬
ｚ
『
白
の
「
の
）
。

「
区
裁
判
所
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
民
事
上
の
争
訟
は
、
商
事
部
を
含
む
民
事
部
に
属
す
る
。
」
（
》
コ
シ
ワ
晩
・
』
の
『
の
）
。

（
皿
）
君
：
：
一
・
］
凶
后
①
、
。
⑫
．
】
届
罵
・

（
躯
）
い
○
魚
］
①
『
・
四
・
ｍ
。
。
．
】
⑫
凶
一
ｍ
。

（
型
）
Ｆ
・
黛
一
①
曰

（
弱
）
「
請
求
権
」

（
妬
）
「
⑩
事
実
Ｌ

許
さ
れ
う
る
。

に
生
じ
た
損
害
ま
た
は
相
手
方
が
執
行
を
免
れ
る
た
め
に
も
し
く
は
処
分
の
取
消
を
得
る
た
め
に
担
保
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
手
方
に
暗
脳
す
る
義
務
を
負
う
。
」
（
竃
患
い
で
。
）
。

Ｆ
○
ｍ
色
①
吋
勺
⑤
。
③
。
。
。
ご
⑫
・
函
←
『
・

「
請
求
権
お
よ
び
仮
差
押
理
由
は
疎
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
》
ｇ
ｏ
量
）
の
．
函
凶
宅
。
）
。

「
⑩
事
実
上
の
主
張
を
疎
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
者
は
、
一
切
の
証
処
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
宣
誓
に
代
わ
る
保
証
を
も
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グー、〆■、〆へ〆~、'－，〆￣、

４８４７４６４５４４４３
曲一'、＿〆、＝'、､〆、－グ、－グ

（
調
）
■
ｇ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｚ
」
二
』
場
Ｐ
⑪
．
届
鶴
》
○
田
。
『
同
自
国
目
『
【
・
Ｚ
］
尋
ら
①
Ｐ
の
．
ｇ
ｇ
一
息
魚
］
の
口
切
口
皀
①
Ｐ
⑫
．
囲
等
。

（
鈍
）
ｚ
①
巨
目
“
回
ご
Ｉ
Ｃ
口
の
の
す
の
『
ぬ
。
ｚ
］
ご
く
胃
②
①
膜
の
・
＠
ｃ
ｍ
，

（
弱
）
三
①
曰
頃
⑰
】
》
］
Ｎ
』
の
①
蝉
叩
・
』
Ｐ
画
・

（
鋼
）
「
契
約
関
係
お
よ
び
契
約
関
係
の
存
在
に
関
す
る
争
に
つ
い
て
は
、
争
い
と
な
っ
て
い
る
義
務
を
履
行
す
べ
き
地
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を

有
す
る
。
」
（
竃
①
シ
ｇ
・
】
Ｎ
勺
。
）
。

（
師
）
の
口
】
己
日
冒
・
Ｚ
］
三
Ｓ
①
い
⑫
．
ｇ
、
》
の
『
。
；
『
シ
『
、
与
勺
幻
］
９
口
の
，
閨
臼
亟
Ｐ
ひ
魚
］
の
円
・
凹
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
昌
哩
、
い
ち
・

（
詔
）
宛
ｃ
⑩
①
：
の
ｎ
ｍ
、
叩
、
冒
己
：
》
Ｎ
ゴ
ー
己
『
目
の
、
『
の
、
云
斤
．
】
凶
シ
具
一
・
三
爵
ｎ
コ
の
Ｐ
の
．
届
の
。

（
調
）
Ｐ
α
｛
（
一
①
『
己
四
・
四
・
○
・
つ
の
・
凶
←
Ｐ

（
⑭
）
「
不
法
行
為
に
基
づ
く
訴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
あ
り
た
る
地
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
。
」
（
》
患
い
勺
。
）
。

（
似
）
守
○
魚
一
①
【
、
四
、
丙
の
『
・
画
・
凹
・
○
・
・
の
。
］
圏
・

（
蛇
）
Ｃ
傍
の
司
丙
凹
己
扉
【
巨
吋
【
ｚ
］
二
・
⑨
ｍ
Ｐ
の
・
函
『
○
》
Ｆ
の
富
田
ロ
ゴ
日
日
。
ｚ
］
ご
『
閂
④
、
Ｐ
⑫
・
四
⑭
③
》
Ｆ
α
魚
］
の
『
》
四
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
噂
一
℃
巫

炉
嘩
顛
］
①
、
、
四
ｎ
戸
①
Ｈ
・
凶
・
凶
・
○
・
ｈ
．
后
顛
・
丙
呂
目
：
ロ
（
注
（
“
）
参
照
）
、
の
①
一
目
、
の
：
目
色
［
、
⑰
Ｃ
冨
己
の
Ｈ
》
凶
・
餌
・
○
・
・
ｍ
．
』
『
Ｃ
は
一
陣
詞
⑥

（
鯛
）
Ｐ
。
顛
一
の
『
・
餌
・
画
．
。
》
の
，
⑱
ｇ
－
Ｆ
ｄ
威
一
の
『
、
国
、
丙
の
『
》
②
．
②
．
。
．
．
②
．
〕
圏
・

（
“
）
丙
の
ｇ
】
貰
巴
、
（
）
耳
、
⑩
芹
。
§
．
ご
“
印
す
且
：
‐
一
甚
司
斤
斤
の
ヨ
ヮ
の
『
巴
ｎ
ヶ
①
。
①
の
①
目
爵
の
『
島
①
勺
『
の
⑪
；
⑫
冒
耳
、
四
『
庁
ご
巴
》
亜
］
』
幻
一
目
・
造
・

（
蝿
）
『
心
。
｛
｛
一
の
『
】
Ｐ
Ｐ
Ｏ
，
。
ｍ
・
函
へ
②
。

（
“
）
伊
・
魚
一
の
り
回
・
凶
。
。
．
》
⑫
。
⑬
ｊ
Ｃ
．

向
・
国
の
二
の
】
□
、
『
⑫
ｎ
ゴ
ロ
芹
掴
ユ
の
『
勺
①
『
の
⑨
曰
一
門
可
【
の
笄
口
の
同
国
声
門
の
巨
邑
。
。
①
⑰
一
己
前
（
⑰
、
彦
凹
［
二
一
、
彦
の
口
勾
巨
帛
の
の
一
ヨ
で
【
－
１

因
す
。
。
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戸､グー、〆~、ｸﾞｰ、〆へ

５６５５５４５３５２
、－〆、－〆～ゾ、＝’￣'

『
脚
【
『
①
◎
ず
Ｆ
⑱
シ
口
【
｝
・
博
⑨
①
①
。
Ｈ
ほ
ず
ご
い
①
ロ
・
の
。
］
⑪
⑤
。

（
鱒
）
⑫
図
【
国
、
の
、
ゴ
ョ
三
〔
、
の
、
冨
曰
①
門
・
色
・
凹
・
○
・
・
叩
・
目
⑰
．

（
釦
）
「
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
は
、
現
状
の
変
更
に
よ
っ
て
当
事
者
の
権
利
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
著
し
い
困
難
を
生
じ
う

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
こ
れ
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
窓
韻
Ｎ
勺
。
）
。

（
皿
）
「
仮
処
分
は
、
争
あ
る
法
律
関
係
に
関
し
仮
の
地
位
を
定
め
る
た
め
に
も
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
定
め
る
こ
と
が
、
特

に
継
続
的
法
律
関
係
の
場
合
に
お
い
て
重
大
な
ろ
不
利
益
を
避
け
も
し
く
は
急
迫
な
る
強
暴
を
防
ぐ
た
め
に
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
に
基
づ

き
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
」
（
亟
鷺
◎
駒
宅
。
）
。

（
記
）
⑭
の
耳
頃
、
、
：
目
亘
【
、
⑪
Ｄ
ｇ
ｐ
の
円
．
凹
・
四
・
○
・
・
の
。
］
『
⑫
．

（
銘
）
印
の
芹
倒
、
の
、
コ
ョ
己
斤
、
⑩
、
目
：
旦
凹
・
四
・
○
・
》
、
．
】
９
．

閂
憲
虐
津
欝
箙
一
片
／
議
騨
「
『
…
」
酬
繭
義
舜
〈
“
Ｓ
ｇ
繍
噌
】
牢
①
＆
皿
副
「
撫
載
シ
ｓ
尋
宮
①
凸
角
動
勾
ラ
」
ト
ラ
Ｊ
飴
倒
ト
コ
ロ

嶺
津
〆
。
ご
煎
枡
則
“
僻
片
熟
ン
さ
鴎
暴
舜
で
六
陣
「
「
Ｓ
録
ｓ
噸
醗
鴬
埣
片
。

鼠

）
の
①
一
目
、
の
：
己
一
身
、
②
。
ｇ
：
曰
四
・
四
・
○
・
・
⑫
。
〕
ｇ
・

）
判
決
主
文
の
一
一
通
り
（
簡
単
な
も
の
と
公
表
の
仕
方
等
が
記
載
さ
れ
た
敷
術
さ
れ
た
も
の
）
の
例
（

①
『
・
Ｐ
回
。
。
・
・
②
画
一
閨
に
よ
る
）
。

露
如
童
謡

「
河
鄙
」

回
す
。
。

⑫
①
】
目
、
の
。
盲
目
己
［
、
の
ｏ
ｇ
ｐ
「



Ⅱ
仮
処
分
被
告
は
訴
訟
費
用
を
負
担
せ
よ
。

＠鉤［

＊

終
局
判
決

Ｉ
仮
処
分
被
告
は
、
連
帯
債
務
者
と
し
て
遅
滞
な
く
Ｂ
新
聞
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
版
で
挿
入
お
よ
び
省
略
な
し
に
、
以
下
の
文
章
を
掲
載
せ
よ
。

「
反
論
」

…
…
･
･
･
…
…
略
…
…
･
･
･
･
.
．
･
･
･

Ⅱ
掲
載
は
､
1
9
7
9
年
８
月
２
７
日
の
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
本
文
の
掲
載
と
同
じ
部
分
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
反
論
」
と

い
う
表
題
も
「
イ
ザ
ー
ル
１
１
１
岸
に
は
原
子
力
発
電
所
は
皆
無
」
と
い
う
小
見
出
も
、
肉
太
活
字
で
掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

肉
太
活
字
は
、
そ
の
頁
に
あ
る
別
の
見
出
し
よ
り
も
小
さ
く
て
は
い
け
な
い
し
ま
た
少
な
く
と
も
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
記
事
の
小
見

出
「
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
お
よ
び
そ
の
近
郊
に
電
力
と
温
水
を
供
給
」
と
同
じ
大
き
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ
仮
処
分
被
告
は
、
訴
訟
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
葱
ら
な
い
。

(
岳
）
S
e
i
t
z
／
Ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｄ
ｔ
／
S
c
h
i
d
n
e
r
，
ａ
・
ａ
,
０
．
，
ｓ
､
１
９
３
．

(
器
）
Ｂ
Ｇ
Ｈ
,
Ｎ
Ｊ
Ｗ
１
９
６
３
，
s
､
１
１
５
５
；
Ｌ
Ｇ
Ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
，
Ｍ
Ｒ
Ｄ
１
９
６
６
，
ｓ
５
８
；
K
o
e
b
e
l
N
J
W
1
9
6
3
，
Ｓ
、
7
9
3
．

(
露
）
Ｌ
Ｃ
Ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
，
Ｍ
Ｄ
Ｒ
１
９
６
６
，
３
５
８
．

（
９
）
O
L
G
F
r
a
n
k
f
u
r
t
，
Ｎ
Ｊ
Ｗ
ｌ
９
５
０
，
Ｓ
､
２
７
１
．

(
己
）
Ｌ
５
ｆ
ｆ
ｌ
ｅ
Ｔ
，
ａ
.
ａ
０
，
ｓ
２
４
９
；
L
i
j
f
f
l
e
r
／
R
i
c
k
e
r
，
ａ
・
ａ
､
０
．
，
s
、
１
２
９
．

(
患
）
H
e
l
l
e
，
ａ
・
ａ
､
０
，
s
､
1
9
7
．

(
愚
）
O
L
G
F
T
a
n
k
f
u
r
t
N
J
W
1
9
5
0
，
３
２
7
0
.

（認臼）噸扇鯉聯斑Ｋ蹟
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②
裁
判
長
は
、
職
務
上
蝋
酌
す
べ
き
点
に
関
し
て
存
す
る
疑
い
に
つ
き
、
注
意
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
。

③
裁
判
長
は
、
陪
席
判
事
の
求
め
に
応
じ
、
発
問
を
許
す
こ
と
を
要
す
る
。
」
（
習
患
Ｎ
勺
。
）
。

「
③
裁
判
所
は
、
一
方
の
当
事
者
が
明
ら
か
に
看
過
し
、
ま
た
は
重
要
で
な
い
と
考
え
た
法
的
観
点
を
裁
判
所
が
そ
れ
に
つ
き
意
見
陳
述
の

機
〈
憲
二
与
え
た
場
合
に
限
り
裁
判
の
理
由
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
附
帯
の
請
求
に
か
か
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
こ
（
亟
閏
⑪
シ
房
・
単
侭
弔
○
）
。

（
髄
）
Ｆ
ｄ
魚
一
の
『
、
国
の
丙
の
【
・
Ｐ
四
・
○
・
・
ｍ
・
目
Ｐ
【
：
す
の
一
・
ｚ
］
言
后
函
．
⑫
．
『
の
⑬
．

（
町
）
「
仮
差
押
の
執
行
に
つ
い
て
は
強
制
執
行
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
数
条
に
お
い
て
異
な
る
規
定
が
あ
る
と
き
は
こ

の
限
り
で
な
い
。
」
Ｓ
垣
９
Ｎ
わ
。
）
。

（
閉
）
「
作
為
が
第
三
者
に
よ
っ
て
為
し
え
な
い
場
合
に
お
い
て
も
っ
ぱ
ら
債
務
者
の
意
思
に
依
存
す
る
と
き
は
、
第
一
審
の
受
訴
裁
判
所
は
、

申
立
に
基
づ
き
、
債
務
者
が
強
制
金
に
よ
り
お
よ
び
強
制
金
が
取
り
立
て
ら
れ
え
な
い
と
き
に
は
強
制
拘
禁
に
よ
り
あ
る
い
は
単
に
強
制
拘

禁
に
よ
り
、
作
為
を
な
す
べ
き
強
制
を
受
け
る
旨
を
言
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｜
強
制
金
は
五
○
、
○
○
○
マ
ル
ク
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。
強
制
拘
禁
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
に
関
す
る
第
四
節
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。

②
こ
の
規
定
は
、
婚
姻
を
為
す
べ
き
判
決
の
場
合
、
夫
婦
の
同
居
を
命
ず
ろ
判
決
の
場
合
お
よ
び
雇
傭
契
約
に
基
づ
く
労
務
を
給
付
す
べ

き
判
決
の
場
合
に
お
い
て
は
適
用
し
な
い
。
」
ｓ
⑭
囹
悶
勺
。
）
。

（
“
）
の
①
】
目
、
、
９
日
菖
斤
、
⑫
、
冨
己
の
円
》
蛍
・
Ｐ
○
・
》
⑰
．
Ｓ
一
・

（
髄
）
「
⑩
裁
判
長
は
、
当
事
者
が
重
要
な
ろ
一
切
の
事
実
に
つ
き
充
分
に
陳
述
を
為
し
か
つ
適
当
な
申
立
を
為
し
、
と
く
に
主
張
し
た
事
実
の

不
十
分
な
陳
述
を
も
補
充
し
お
よ
び
証
拠
方
法
を
表
示
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
要
す
。
裁
判
長
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
、
必
要
で
あ
る
限

り
、
事
実
関
係
お
よ
び
訴
訟
関
係
を
事
実
上
お
よ
び
法
律
上
の
両
面
に
わ
た
り
当
事
者
と
共
に
解
明
し
か
つ
こ
れ
に
対
し
問
を
発
す
る
こ
と

を
要
す
る
。
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⑪
序
説
西
ド
イ
ツ
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
局
は
、
い
わ
ゆ
る
公
営
で
あ
り
、
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
組
織
等
も
法
律

（
１
）

に
定
め
ら
れ
、
そ
の
経
費
も
受
信
料
に
よ
り
支
弁
さ
れ
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
民
間
放
送
よ
り
も
そ
の
報
道
に
客
観
性
（
中
立
性
）

（
２
）

が
保
持
さ
れ
ろ
と
い
わ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
、
音
声
・
映
像
に
よ
る
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
（
以
下
、
単
に
放
送
と
い
う
）
は
、
印

刷
さ
れ
た
新
聞
等
と
異
な
り
、
報
道
の
持
続
性
が
な
い
（
報
道
の
一
過
性
）
。
し
た
が
っ
て
、
放
送
は
、
人
格
権
を
侵
害
す
る
恐
れ

も
少
な
く
、
反
論
権
も
さ
ほ
ど
必
要
な
い
、
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
放
送
な
る
が
ゆ
え
に
、
客
観
性
（
中
立
性
）

（
３
）

が
保
持
さ
れ
ろ
と
い
う
前
提
は
現
実
に
反
す
る
。
ま
た
、
音
声
・
映
像
に
よ
る
伝
達
は
、
活
字
に
よ
る
よ
り
も
印
象
が
強
烈
で
あ
り
、

し
か
も
放
送
は
、
同
時
に
広
汎
な
受
け
手
に
即
時
に
伝
達
さ
れ
、
人
格
権
を
侵
害
す
る
力
は
新
聞
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
、
と
解
さ

れ
ろ
。
少
な
く
と
も
、
反
論
権
の
見
地
か
ら
見
て
、
両
メ
デ
ィ
ア
は
同
質
性
を
有
す
る
と
思
わ
れ
ろ
。
そ
れ
ゆ
え
、
放
送
に
反
論
請

求
権
を
承
認
す
べ
き
必
要
性
は
、
新
聞
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
強
い
と
い
え
よ
う
。
諸
外
国
の
例
を

見
て
も
、
放
送
に
関
す
る
反
論
権
が
、
新
聞
に
お
け
る
と
同
様
に
認
め
ら
れ
つ
つ
娠
砧
・
西
ド
イ
ツ
で
も
、
放
送
に
関
し
て
反
論
制

度
が
法
律
等
に
定
め
ら
れ
て
い
ろ
。

新
聞
法
上
の
反
論
制
度
は
、
一
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を
有
し
、
同
法
に
基
づ
く
反
論
権
は
、
国
民
に
と
っ
て
い
わ
ゆ
る
な
じ
み
の

（
的
）
の
①
一
目
、
の
、
可
曰
三
斤
、
の
、
晟
鳥
『
・
Ｐ
四
・
○
・
・
⑫
・
函
】
⑬
．

（
わ
）
「
琉
大
法
学
」
二
九
号
九
一
頁
。

一ハ

Ｈ
放

１
総
説

放
送
、
映
画
に
対
す
る
反
論
請
求
権

送
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権
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
放
送
の
領
域
で
の
反
論
制
度
は
、
た
か
だ
か
三
○
年
前
後
の
歴
史
し
か
有
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ

の
反
論
権
は
、
国
民
に
な
じ
み
が
薄
く
、
あ
ま
り
行
使
さ
れ
ず
、
た
と
え
行
使
さ
れ
た
と
し
て
も
、
不
慣
れ
な
た
め
に
形
式
的
要
件

（
５
）

を
具
備
せ
ず
失
敗
し
が
ち
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ろ
。

②
法
的
規
制
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
放
送
に
関
す
る
立
法
権
限
は
州
に
帰
属
し
、
た
だ
国
外
放
送
や
放
送
技
術
に
関
す

る
事
項
（
た
と
え
ば
周
波
数
の
配
分
な
ど
）
に
関
し
て
の
み
連
邦
が
規
制
権
限
を
有
す
る
（
旨
Ｓ
Ｐ
『
］
、
『
←
の
⑦
）
。
し
た
が
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
放
送
を
す
る
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
フ
ン
ク
（
Ｄ
Ｌ
Ｆ
）
と
全
世
界
向
け
に
短
波
放
送
を
す
る
ド
ィ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ

（
Ｄ
Ｗ
）
が
、
連
邦
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
放
送
施
設
（
な
い
し
局
）
は
、
州
間
条
約
に
よ
る
〔
第
一
一
ド
ィ

ッ
テ
レ
ピ
（
Ｚ
Ｄ
Ｆ
）
、
北
ド
イ
ツ
放
送
（
Ｎ
Ｄ
Ｒ
）
、
南
ド
イ
ツ
放
送
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
、
南
西
放
送
（
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）
〕
か
、
あ
る
い
は

州
法
に
よ
り
〔
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
（
Ｂ
Ｒ
）
、
ヘ
ッ
セ
ン
放
送
（
Ｈ
Ｒ
）
、
ラ
ジ
オ
・
ブ
レ
ー
メ
ン
（
Ｒ
Ｂ
）
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
放

送
（
Ｓ
Ｒ
）
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
放
送
（
Ｓ
Ｆ
Ｂ
）
、
西
ド
イ
ツ
放
送
（
Ｗ
Ｄ
Ｒ
）
〕
規
制
さ
れ
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
権
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
規
制
が
な
さ
れ
て
い
ろ
。
以
下
に
、
各
州
に
お
い
て
、
放
送
に
お
け
る
反
論
権
が
ど
の
よ
う
な
形

式
で
規
制
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
は
、
放
送
法
自
体
が
反
論
請
求
権
を
規
定
し
て
い

る
（
皆
●
〔
・
弓
国
、
》
宛
【
の
）
。

ヘ
ッ
セ
ン
放
送
法
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
放
送
法
、
ブ
レ
ー
メ
ン
放
送
法
と
南
西
放
送
に
関
す
る
州
間
条
約
は
反
論
権
を
独
自
に
一
部

規
定
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
州
新
聞
法
の
規
定
を
準
用
し
て
い
ろ
（
西
国
風
の
因
の
②
の
国
の
。
》
Ｓ
西
の
②
②
曳
甲
》
宙
⑫
：
‐

『
一
国
Ｐ
亟
巨
の
：
二
用
ら
》
麗
団
『
の
日
胃
の
》
亟
巨
因
『
の
日
国
》
亟
亟
『
の
ミ
ヮ
の
冒
貝
の
［
》
巨
宛
勺
の
）
。

ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ラ
イ
ン
ラ
イ
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
各
州
新
聞
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
反
論
権
に
関
す
る
規
定
を
放
送
の
領
域
に
準
用
す
る
旨
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を
規
定
し
て
い
ろ
（
蜜
◎
シ
ワ
、
．
③
国
の
『
一
勺
の
》
蜜
］
」
客
の
。
①
四
目
］
ず
勺
。
》
霊
屋
》
路
シ
ワ
⑩
．
←
、
三
号
勺
の
》
謡
巨
・

画
緯
蜀
匡
－
１
勺
｛
田
の
》
霧
巨
》
画
⑤
シ
ワ
の
・
桿
包
画
》
局
三
勺
の
》
悪
屋
笥
画
、
』
す
②
。
』
の
ロ
ケ
－
１
国
弓
の
）
・

第
一
一
ド
ィ
ッ
テ
レ
ピ
に
対
し
て
は
、
州
間
条
約
自
体
が
反
論
権
を
規
定
し
て
い
る
（
置
園
□
句
‐
の
苗
血
筋
ご
）
・

南
ド
イ
ツ
放
送
に
対
し
て
は
、
放
送
法
が
南
ド
イ
ツ
放
送
の
定
款
を
適
用
す
る
旨
規
定
し
て
い
ろ
（
麗
醇
月
・
』
の
□
内
‐
の
に

よ
る
竃
シ
目
・
一
目
魚
・
⑫
の
ロ
用
定
款
の
適
用
指
示
）
。

ド
ィ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
や
ド
ィ
チ
ュ
ラ
ン
ト
フ
ン
ク
に
対
し
て
は
、
そ
の
設
置
の
根
拠
た
る
連
邦
法
自
体
に
反
論
請
求
権
を
規
定
し

て
い
ろ
（
》
』
②
ロ
ヨ
、
Ｄ
Ｐ
可
ｌ
の
）
。

以
上
の
よ
う
な
種
々
異
な
る
法
源
を
有
す
る
反
論
規
定
の
中
で
、
実
質
的
に
み
て
、
州
新
聞
法
上
の
反
論
規
定
を
準
用
す
る
よ
う

な
内
容
を
明
文
化
し
た
「
連
邦
法
上
の
放
送
施
設
の
設
置
に
関
す
る
法
律
（
后
ｇ
・
巨
・
ｇ
》
□
ご
｛
で
、
Ｄ
Ｐ
句
‐
の
）
」
一
一
五
条
、
お

よ
び
「
公
法
上
の
施
設
『
第
二
ド
イ
ツ
放
送
」
の
設
置
に
関
す
る
条
約
（
巳
巴
・
の
．
①
一
Ｎ
己
司
‐
の
同
国
〔
の
ご
）
」
四
条
が
、
ほ
ぼ
標

準
的
・
最
大
公
約
数
的
内
容
で
あ
る
と
評
価
ざ
柾
郡
｛
こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｗ
・
Ｄ
Ｌ
Ｆ
－
Ｇ
－
一
五
条
を
掲
げ
て
お
く
。

「
一
一
五
条
反
論
⑩
放
送
で
事
実
主
張
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
直
接
に
影
響
さ
れ
た
人
あ
る
い
は
機
関
は
、
そ
の
主
張
に

対
す
る
反
論
の
流
布
を
請
求
し
う
る
。
反
論
は
遅
滞
な
く
請
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
論
は
、
文
書
を
も
っ
て
な
す
こ
と

を
要
し
、
異
議
を
申
し
立
て
る
放
送
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
実
的
陳
述
に
限
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
か
な
る
罪
に
な

る
内
容
を
も
含
ん
で
は
な
ら
ず
、
ま
た
影
響
さ
れ
た
人
あ
る
い
は
機
関
に
よ
り
署
名
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
署
名
の
信

ぴ
ょ
う
性
に
関
す
る
根
拠
の
あ
る
疑
念
が
存
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
認
証
が
請
求
さ
れ
う
る
。
反
論
は
、
放
送
の
異
議
を
申
し
立

て
ら
れ
た
部
分
の
範
囲
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。

②
同
請
求
権
は
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
放
送
を
主
催
し
た
人
に
向
け
ら
れ
ろ
。
反
論
の
流
布
義
務
は
、
異
議
を
申
し
立
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③
反
論
の
流
布
は
、
遅
滞
な
く
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
放
送
の
流
布
と
同
じ
地
域
向
け
に
、
同
じ
方
法
で
、
同
じ
価
値

の
放
送
時
間
に
挿
入
あ
る
い
は
省
略
な
し
に
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
流
布
さ
れ
た
反
論
へ
の
応
答
（
両
『
冨
扁
こ
の
『
冒
困
）

は
、
反
論
の
放
送
と
同
じ
日
に
放
送
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

側
同
請
求
権
は
、
通
常
裁
判
所
で
行
使
さ
れ
う
る
。
裁
判
所
は
、
仮
処
分
の
方
法
で
二
項
に
よ
る
義
務
者
に
反
論
の
流
布
を

命
じ
う
る
。
仮
処
分
の
発
令
の
た
め
に
は
、
請
求
権
を
危
う
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
疎
明
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
民
事
訴
訟

法
九
一
一
六
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。

⑤
こ
の
規
定
は
、
連
邦
、
州
、
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
連
合
の
立
法
機
関
、
決
定
機
関
の
公
開
会
議
お
よ
び
裁
判
所
の
公
開

法
廷
に
関
す
る
真
実
に
即
し
た
報
道
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
流
布
が
法
律
や
定
款
に
よ
り
定
め
ら
れ
あ
る
い
は
命
ぜ
ら
れ

た
放
送
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
」
孟
思
ロ
ヨ
、
Ｄ
Ｐ
『
－
の
）
。

側
法
の
欠
峡
の
場
合
放
送
に
関
す
る
反
論
規
定
は
、
州
新
聞
法
に
比
べ
不
備
な
状
態
に
あ
る
の
で
、
規
定
の
一
部
に
欠
畉

の
あ
る
場
合
が
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
欠
鹸
」
は
、
州
新
聞
法
の
相
当
な
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
、
ま
た
解

（
７
）

釈
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
ろ
。
と
い
う
の
は
、
新
聞
と
放
送
の
下
で
の
利
害
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
両

者
の
下
で
の
反
論
請
求
権
の
基
本
思
想
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
州
新
聞
法
の
類
推
が
許
さ
れ
る
の
は
、
放
送

法
上
に
欠
鉄
が
存
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
反
論
請
求
権
の
成
立
要
件

川
請
求
権
者
と
放
送
義
務
者
①
請
求
権
者
た
い
て
い
の
規
定
で
は
、
放
送
中
の
事
実
主
張
に
よ
り
「
影
響
さ
れ
た

存
す
る
。

て
ら
れ
て
い
る
放
送
に
関
係
す
る
人
あ
る
い
は
機
関
が
反
論
の
流
布
に
関
す
る
正
当
利
益
を
有
す
る
と
き
ま
た
そ
の
限
り
で
の
み
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８
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人
あ
る
い
は
機
関
」
が
、
反
論
請
求
権
者
と
さ
れ
て
い
ろ
。
た
だ
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
、
「
影
響
さ
れ
た
人
あ
る
い
は
官
庁
（
国
９

忌
日
の
）
」
（
し
『
ザ
］
『
国
昌
国
○
）
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
は
「
関
係
官
庁
あ
る
い
は
私
人
（
国
の
［
の
巨
一
巴
の
国
の
目
ａ
の
８
の
『

で
『
一
菌
５
の
『
の
。
己
）
」
（
麗
二
『
・
＠
函
の
⑫
⑪
国
の
叩
不
真
実
の
事
実
主
張
に
対
し
て
の
み
）
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
条
約

で
は
「
人
、
多
数
人
（
宅
の
『
⑫
Ｃ
ｐ
の
ロ
日
の
ロ
『
ず
の
一
【
）
あ
る
い
は
官
庁
」
（
亟
司
シ
ワ
印
・
円
の
雪
ヨ
ー
の
目
旦
②
『
皿
不
真
実
の
事
実
に
対

し
て
の
み
）
と
な
っ
て
い
ろ
。

請
求
権
者
は
、
「
影
響
さ
れ
た
こ
と
（
固
の
〔
８
｛
庁
二
目
⑫
の
旨
）
」
を
要
す
る
点
で
’
も
新
聞
法
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
新
聞

法
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
例
外
を
除
い
て
「
直
接
に
」
影
響
さ
れ
た
こ
と
を
要
し
な
か
っ
た
が
、
放
送
の
場
合
に
は
、
「
直
接
に
」

影
響
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
例
が
や
や
多
い
点
が
異
な
る
（
□
三
》
Ｄ
Ｐ
司
郡
Ｎ
ｐ
司
罰
、
宛
》
、
Ｃ
宛
）
。
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
合
理

（
９
）

（
、
）

性
が
な
く
「
不
当
な
制
限
」
と
解
さ
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
明
文
の
規
定
が
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
無
視
さ
れ
え
な
い
。

①
放
送
義
務
者
誰
が
放
送
義
務
者
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
被
影
響
者
に
と
っ
て
、
反
論
の
迅
速
な
請
求
の
た
め
に
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
送
義
務
者
に
関
す
る
規
定
は
、
内
容
上
差
異
が
最
‐
も
大
き
い
も
の
の
一
つ
で
あ

り
、
ま
た
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

明
文
の
規
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
「
放
送
施
設
」
（
雪
シ
ワ
の
』
の
雪
「
『
－
ｍ
［
：
扇
ぐ
》
ベ
ル
リ
ン
新
聞
法
一
○

条
六
項
で
は
「
放
送
の
編
集
上
の
形
成
に
責
任
の
あ
る
放
送
施
設
」
と
な
っ
て
い
る
）
、
「
総
監
督
（
自
貝
の
ロ
：
貝
）
」
（
シ
『
（
』
ヨ

シ
ワ
⑫
自
国
旦
内
『
の
）
、
「
主
催
者
（
く
の
『
山
口
⑪
国
一
［
の
『
）
」
（
竃
、
レ
ウ
⑫
，
山
口
三
、
□
Ｆ
匂
－
の
》
鷺
シ
ワ
②
・
函
Ｎ
□
可
１
ｍ
目
四
【
印
房

亟
巨
レ
ワ
②
．
①
四
四
日
・
で
の
》
笛
①
シ
９
．
四
三
用
夛
弓
の
）
、
新
聞
法
上
の
規
定
の
準
用
に
よ
る
「
『
責
任
編
集
者
あ
る
い
は
発
行
人
』

に
相
当
す
る
者
」
な
ど
に
分
か
れ
ろ
。

こ
こ
で
、
放
送
の
「
主
催
者
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
結
局
、
州
新
聞
法
の
「
責
任
編
集
者
お
よ
び
発
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行
者
」
の
概
念
を
借
用
し
て
、
主
催
者
と
は
「
責
任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
、
の
量
の
一
の
寓
の
『
）
お
よ
び
放
送
施
設
」
を
意
味
す
る
と

（
、
）

解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
放
送
義
務
者
が
責
任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
お
よ
び
放
送
施
設
と
な
る
の
は
、

「
主
催
者
」
を
放
送
義
務
者
と
明
記
し
て
い
る
場
合
、
放
送
の
反
論
権
に
つ
い
て
新
聞
法
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
場
合
、
法
に
欠

鉄
が
あ
る
た
め
新
聞
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
擬
誰
ど
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
、
Ｓ
Ｆ
Ｂ
、
Ｂ
Ｒ
を
相
手
に
訴
え
る

場
合
以
外
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
責
任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
放
送
施
設
は
、
反
論
の
放
送
に
関
し
連

（
皿
）

滞
債
務
を
負
っ
て
い
ろ
と
解
さ
れ
て
い
ろ
。

責
任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
住
所
・
氏
名
は
、
聴
視
者
に
必
ず
し
も
明
ら
か
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
影
響
者
の
反
論
請

求
権
の
行
使
を
容
易
に
す
る
た
め
、
放
送
施
設
は
、
責
任
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
住
所
・
氏
名
に
つ
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
に
基
づ
き

（
Ⅲ
）

報
告
義
務
（
し
■
鳥
目
【
Ｂ
｛
一
】
ｎ
頁
）
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
ろ
。

②
原
報
道
反
論
請
求
権
者
が
放
送
に
よ
る
「
事
実
主
張
」
に
よ
り
影
響
さ
れ
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

新
聞
法
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
報
道
は
、
事
実
主
張
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
事
実
が
「
真
実
に

反
す
る
」
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。
つ
ま
り
反
論
権
は
、
形
式
的
性
質
を
有
す
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｗ
Ｆ
と
Ｈ
Ｒ
の
場
合
に
は
、
事
実

が
「
真
実
に
反
す
る
」
こ
と
を
要
す
る
、
と
す
る
（
雪
ン
す
②
・
・
の
二
句
－
ｍ
目
囚
扇
ぐ
罰
麗
凶
罵
や
函
①
②
⑫
胃
の
）
。
し
か
し
、

こ
の
形
式
的
性
質
の
否
定
に
つ
い
て
は
、
反
論
請
求
権
の
本
質
に
反
し
、
そ
の
限
り
で
無
効
と
解
す
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
篭

③
反
論
（
文
）
反
論
権
者
か
ら
放
送
義
務
者
に
対
し
て
、
形
式
、
内
容
お
よ
び
範
囲
に
つ
き
法
定
の
要
件
を
具
え
た
反
論

（
文
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
も
新
聞
法
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。

③
放
送
請
求
反
論
の
放
送
請
求
は
、
「
遅
滞
な
く
」
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
新
聞
法
の
場
合
と
は
異
な

（
咽
）

り
、
放
送
後
三
ケ
月
の
除
斥
期
間
を
規
定
す
る
法
は
少
な
い
。
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反
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
報
道
の
内
容
を
正
確
に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ニ
ュ

ー
ス
、
解
説
等
、
放
送
さ
れ
た
も
の
が
記
録
さ
れ
、
一
定
期
間
（
二
’
四
週
間
）
保
存
さ
れ
、
そ
れ
が
反
論
請
求
権
者
の
請
求
に
対

し
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
送
法
等
で
、
こ
の
よ
う
に
記
録
・
保
存
義
務
を
規
定
し
て
い
る
例
も
あ
る
（
麗
少
房
・
函

卑
の
Ｂ
国
の
等
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
遅
滞
な
き
」
放
送
請
求
は
、
こ
の
保
存
期
間
と
事
実
上
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
以

下
に
ブ
レ
ー
メ
ン
放
送
法
の
規
定
を
掲
げ
て
お
く
。

「
第
三
条
記
録
義
務
お
よ
び
反
論
権
⑪
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ス
、
解
説
お
よ
び
そ
の
他
の
一
一
百
語
に
よ
る
放
送
は
、
逐
語
的

に
記
録
さ
れ
ま
た
保
管
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
異
議
も
申
し
立
て
ら
れ
な
い
限
り
、
流
布
の
日
か
ら
四
週
間
経
過

後
記
録
は
破
棄
さ
れ
う
る
。
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
と
き
に
は
、
記
録
は
、
異
議
が
既
判
力
の
あ
る
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
、
裁
判
上

の
和
解
に
よ
り
あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
法
で
解
決
さ
れ
た
後
に
破
棄
さ
れ
う
る
。

②
正
当
利
益
を
文
書
を
も
っ
て
疎
明
す
る
者
は
、
こ
の
記
録
の
閲
覧
を
請
求
し
う
る
。
こ
の
請
求
権
が
、
異
議
を
申
し
立
て

ら
れ
た
放
送
後
三
週
間
内
に
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
請
求
権
は
失
効
す
る
。
請
求
に
よ
り
、
請
求
者
の
費
用
で
、

記
録
の
正
本
、
複
写
あ
る
い
は
謄
本
が
請
求
者
に
送
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
…
…
…
略
。
」
（
》
』
国
忌
日
宛
｛
の
）
。

⑤
放
送
義
務
の
例
外
反
論
の
形
式
、
内
容
お
よ
び
期
間
に
関
し
て
要
求
さ
れ
る
要
件
を
欠
く
と
き
は
、
放
送
義
務
者
は
反

論
の
放
送
を
拒
否
し
う
る
（
》
鴎
レ
ウ
⑫
白
ロ
ヨ
、
Ｄ
Ｐ
岡
‐
の
等
）
。
ま
た
、
州
あ
る
い
は
市
町
村
の
立
法
機
関
あ
る
い
は
決
定
機
関

ｑ

の
公
開
会
議
な
い
し
裁
判
所
の
公
開
法
廷
に
関
す
る
真
実
に
即
し
た
報
道
も
反
論
に
服
き
な
い
（
活
、
シ
ヮ
の
．
ｍ
ご
雪
、
ロ
門
司
Ｉ

の
等
）
。
さ
ら
に
、
反
論
が
適
切
な
範
囲
を
越
え
る
と
き
、
ま
た
は
反
論
権
者
が
反
論
に
つ
き
正
当
利
益
を
欠
く
と
き
に
も
、
放
送

義
務
者
は
反
論
放
送
を
拒
否
し
う
る
（
圏
、
シ
ワ
⑫
．
。
直
ロ
ヨ
、
□
田
司
Ｉ
の
等
）
。
そ
の
他
、
広
告
に
よ
る
事
実
主
張
に
対
す
る
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反
論
の
許
否
お
よ
び
費
用
負
担
の
問
題
等
も
新
聞
法
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
同
様
に
処
理
さ
れ
ろ
。

３
反
論
請
求
権
の
内
容

Ⅲ
反
論
放
送
義
務
者
の
履
行
の
総
説
反
論
は
、
「
遅
滞
な
く
」
（
「
有
責
な
遅
滞
な
く
」
あ
る
い
は
「
す
ぐ
次
の

放
送
で
」
）
、
原
報
道
（
放
送
）
と
「
同
じ
方
法
で
」
、
「
同
じ
価
値
の
放
送
時
間
に
」
（
「
同
じ
放
送
時
間
に
」
）
、
「
同
じ
放

送
地
域
に
」
、
「
挿
入
あ
る
い
は
省
略
な
し
に
」
放
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ろ
。
以
下
に
各
項
目
に
つ
き

説
明
す
る

⑪
「
遅
滞
な
く
」
反
論
は
、
「
遅
滞
な
く
」
（
」
冑
〔
・
』
ヨ
シ
ワ
⑪
・
函
団
ご
国
の
『
笛
、
旨
⑩
・
画
因
『
が
Ｂ
祠
の
》
》
Ｓ
シ
ワ
②
。
①

因
の
『
一
勺
の
》
笛
、
シ
ワ
⑫
・
ｍ
ｚ
Ｑ
切
宅
の
》
亜
巨
シ
ワ
⑪
．
①
出
色
ヨ
ワ
勺
の
》
⑫
い
①
シ
ヮ
の
．
ｍ
ご
宛
三
勺
の
》
唾
ト
ン
ケ
の
・
函
Ｎ
Ｃ
向
Ｉ
⑫
［
四
口
扇
ぐ
》

笛
、
シ
ケ
の
．
⑬
ワ
ミ
、
ロ
崗
司
ｌ
の
》
国
威
・
←
の
□
宛
１
国
一
口
）
、
あ
る
い
は
「
有
責
な
遅
滞
な
く
」
（
麓
シ
ヶ
の
．
Ｐ
か
Ｓ
シ
ワ
の
．
国

四
の
⑪
の
勺
の
）
、
「
す
ぐ
次
の
放
送
で
」
（
題
ト
シ
ワ
の
．
」
・
亟
巨
シ
ケ
の
・
単
宛
三
－
句
弓
の
》
竃
、
シ
ワ
の
』
》
亜
ロ
シ
ヮ
⑫
．
②
の
ｎ
Ｅ
－

四
頁
】
》
圏
、
：
『
］
国
の
》
》
巨
少
ワ
の
．
⑬
の
：
『
一
℃
の
駄
ヨ
シ
ワ
の
。
、
の
ご
く
旬
１
ｍ
目
四
［
⑩
ぐ
）
、
放
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単

に
「
遅
滞
な
く
」
と
規
定
さ
れ
て
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
二
一
条
一
項
を
準
用
し
て
「
有
責
な
遅
滞
な
く
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る
べ
き

（
Ⅳ
）

こ
と
は
前
述
し
た
。
通
常
は
、
連
続
放
送
の
場
合
に
は
、
多
少
の
時
間
的
隔
た
り
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
次
の
放
送
に
よ
っ
て
な
さ
れ

（
旧
）

て
よ
い
。
し
か
し
、
原
報
道
と
反
論
放
送
と
の
間
に
四
週
間
以
上
の
隔
た
り
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
一
の
聴
視
者
向
け
の
す
ぐ
次
の
放
送
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
一
の
聴
視
者
向
け
の
放
送
が
一
週
間
内
に
予
定
さ
れ

て
な
い
場
合
に
は
、
反
論
は
受
理
後
、
二
日
目
の
同
価
値
の
放
送
時
間
に
放
送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
例
も
あ

る
（
唖
ヨ
シ
ワ
⑩
。
』
の
三
句
Ｉ
の
庁
色
仰
扇
ぐ
）
。

⑪
「
同
じ
方
法
で
」
こ
の
こ
と
を
明
文
で
規
定
す
る
例
（
圏
、
シ
房
．
⑬
ロ
ミ
、
ロ
貯
甸
－
の
）
も
あ
る
。
こ
の
要
件
は
、
新
聞
法

こ
と
と
す
る
。
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上
の
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
文
章
と
「
同
じ
活
字
を
も
っ
て
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
新
聞
法
上
の
規

定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
に
も
同
様
に
解
さ
れ
ろ
。
「
同
じ
方
法
で
」
と
い
う
こ
と
は
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
放
送
と
反
論

が
そ
の
視
聴
覚
的
な
作
用
に
お
い
て
同
価
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
問
題
は
、
新
聞
と
は
異
な
り
放
送

の
場
合
に
は
、
「
同
じ
方
法
」
と
い
う
こ
と
は
単
純
で
は
な
い
。
結
局
、
こ
の
要
件
は
、
放
送
者
と
反
論
者
の
武
器
の
平
等
と
い
う

観
点
か
ら
、
特
に
反
論
者
の
不
利
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
観
点
か
ら
合
目
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

反
論
の
放
送
は
、
通
常
、
放
送
施
設
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
反
論
文
の
朗
読
に
よ
り
な
さ
れ
ろ
。
朗
読
の
際
に
は
、
通
常
の
番
組
で

な
く
、
反
論
が
放
送
さ
れ
て
い
ろ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
影
響
者
自
身
に
よ
る
反
論
の
朗
読
は
、
必

（
、
）

ら
ず
し
も
被
影
響
者
自
身
の
利
益
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
請
求
で
き
な
い
。
ま
た
、
自
明
の
理
な
が
ら
、
厳
格
に
中
立
的
な
話

し
方
で
の
朗
読
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
皮
肉
な
調
子
、
軽
べ
つ
的
な
身
振
り
、
表
情
で
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
）
、
ま
た
、
テ
レ
ビ

（
犯
）

の
場
合
に
は
、
無
色
の
あ
る
い
は
色
の
く
す
ん
だ
背
景
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

反
論
は
、
原
報
道
の
事
実
主
張
が
静
止
写
真
（
の
国
且
【
。
ｇ
）
に
よ
る
場
合
（
た
と
え
ば
写
真
の
取
り
違
い
、
修
正
写
真
、
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
）
、
あ
る
い
は
静
止
写
真
を
用
い
た
方
が
わ
か
り
易
い
と
き
に
は
、
静
止
写
真
を
用
い
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、
「
対
立

写
真
」
に
よ
る
こ
と
も
で
き
通

こ
れ
に
対
し
、
「
対
立
フ
ィ
ル
ム
（
の
①
い
①
ロ
毎
一
目
）
」
の
放
送
請
求
権
は
問
題
と
な
る
。
デ
ヴ
ァ
ル
（
ロ
の
三
ｍ
二
）
は
、
異

議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
事
実
主
張
が
、
圧
倒
的
に
放
送
さ
れ
た
写
真
資
料
か
ら
生
ず
る
場
合
に
は
、
短
か
い
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
反
論

が
許
さ
れ
ろ
、
と
解
し
て
い
諺
）
こ
れ
に
反
し
、
ザ
イ
ッ
Ⅱ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
Ⅱ
シ
ェ
ー
ナ
ー
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
解
し
て

い
戦
）
と
い
う
の
は
、
「
対
立
フ
ィ
ル
ム
」
は
、
「
事
実
対
事
実
」
と
い
う
反
論
権
の
原
則
と
一
致
し
な
い
よ
う
な
、
不
適
切
な
カ

メ
ラ
・
ア
ン
グ
ル
、
写
真
の
選
択
、
場
面
の
カ
ッ
ト
、
解
説
、
騒
々
し
い
背
景
音
響
な
ど
に
よ
っ
て
主
観
化
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
よ
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り
評
価
さ
れ
た
叙
述
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、
テ
レ
ビ
・
フ
ィ
ル
ム
に
含
ま
れ
た
事

実
主
張
に
対
す
る
反
論
も
、
言
語
的
手
段
と
静
止
写
真
・
略
図
等
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑪
「
同
じ
価
値
の
放
送
時
間
に
」
反
論
は
、
「
同
じ
放
送
時
間
に
」
（
》
ご
レ
ウ
の
・
四
国
ご
国
の
）
、
あ
る
い
は
「
同
じ
価

値
の
放
送
時
間
に
」
（
》
Ｓ
シ
ウ
②
．
①
園
の
円
弓
の
可
留
、
し
す
の
・
画
園
円
の
昌
甸
の
駄
巨
シ
ワ
⑪
．
①
西
囚
ヨ
ワ
や
Ｐ
題
、
少
す
の
．
、
ｚ
８
℃
の
莇
呂

シ
ご
ｍ
・
函
ｚ
宛
雪
勺
の
》
没
シ
ワ
⑪
．
四
日
□
甸
Ｉ
の
［
四
賀
の
ご
孟
鴎
レ
ウ
の
．
』
□
言
、
□
田
司
ｌ
の
》
臼
胃
・
←
の
ロ
宛
Ｉ
宛
昌
）
、
放
送
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
場
合
に
も
（
ヘ
ッ
セ
ン
、
ラ
ィ
ン
ラ
ィ
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
、
シ
ユ
レ
ー
ス

ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
諸
州
）
、
新
聞
法
上
の
反
論
規
定
中
の
「
印
刷
物
の
同
じ
部
分
で
」
の
準
用
に
よ
っ

て
同
様
な
結
果
に
な
る
。
こ
の
要
件
に
よ
っ
て
、
反
論
が
原
報
道
の
聴
視
者
と
ほ
ぼ
同
じ
聴
視
者
に
到
達
し
う
る
と
い
う
こ
と
が
担

保
さ
れ
る
。
同
価
値
か
ど
う
か
と
い
う
放
送
の
評
価
、
す
な
わ
ち
聴
視
者
の
推
定
数
お
よ
び
構
成
は
、
統
計
お
よ
び
長
年
の
経
験
に

基
づ
き
放
送
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ろ
。

③
「
同
じ
地
域
に
」
反
論
は
、
「
同
じ
地
域
に
」
（
蜜
Ｃ
シ
す
め
．
⑦
国
の
『
一
℃
。
》
竃
、
シ
ゥ
⑰
。
⑬
国
『
の
日
勺
の
》
亟
巨

エ
ワ
の
．
①
出
口
日
弓
。
》
》
鵠
シ
ワ
の
。
』
ｚ
１
⑩
勺
の
聿
亟
画
⑦
シ
ワ
②
．
ｍ
ｚ
宛
冨
勺
の
》
亜
←
シ
ワ
の
。
←
Ｎ
Ｃ
句
１
ｍ
目
四
房
ご
印
亟
呂

吟
肝
・
山
口
三
〉
、
○
Ｐ
句
ｌ
の
》
目
顛
・
←
の
Ｃ
肉
－
国
一
一
）
流
布
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
（
た
と
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
等
に
お
い
て
も
）
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、

異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
放
送
を
受
信
し
た
一
定
の
放
送
地
域
の
聴
視
者
は
、
反
論
放
送
を
も
受
信
し
う
べ
き
地
位
に
置
か
れ
る
べ

⑰
挿
入
・
省
略
の
禁
止
等
Ｄ
Ｗ
・
Ｄ
Ｌ
Ｆ
お
よ
び
Ｚ
Ｄ
Ｆ
に
関
し
て
は
、
反
論
が
放
送
さ
れ
た
日
と
同
じ
日
に
お
け
る
反

論
へ
の
応
答
を
な
す
こ
と
は
、
明
文
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
密
、
』
す
⑪
．
“
Ｃ
雪
、
つ
伊
甸
Ｉ
Ｃ
『
笹
シ
ワ
の
・
四
Ｎ
Ｃ
句
‐
の
［
：
扇
ぐ
）
。

き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
す
べ
て
の
法
は
、
｜
致
し
て
、
反
論
は
、
「
挿
入
（
文
）
あ
る
い
は
省
略
な
し
に
」
放
送
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（
苦
切
少
房
・
函
ワ
ニ
、
Ｄ
Ｐ
可
ｌ
の
等
）
。
こ
の
要
件
に
よ
っ
て
、
被
影
響
者
が
提
出
し
た
反
論
は
、
被

影
響
者
の
作
成
し
た
ま
ま
の
原
稿
で
変
更
な
し
に
朗
読
さ
れ
、
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
ろ
。
こ
の
規
定
は
、
被
影
響
者
の
保

（
型
）

護
の
た
め
に
狭
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

放
送
の
場
合
に
は
、
反
論
の
放
送
（
朗
読
、
写
真
な
ど
に
よ
る
）
の
際
に
、
視
覚
的
お
よ
び
聴
覚
的
に
厳
密
な
中
立
性
を
保
つ
べ

き
こ
と
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
背
景
で
の
暗
示
的
な
擬
音
、
暗
示
的
な
背
景
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
注
釈
す
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
あ
る

い
は
表
情
は
許
さ
れ
な
唾
こ
れ
に
よ
・
て
は
、
反
論
放
送
義
務
は
、
履
行
さ
れ
た
と
は
い
え
な
唾

②
反
論
義
務
者
の
協
力
義
務
放
送
施
設
の
協
力
義
務
は
、
反
論
請
求
権
者
か
ら
送
付
さ
れ
て
来
た
反
論
文
を
放
送
施
設
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
朗
読
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
反
論
の
添
付
物
（
写
真
、
略
図
等
）
を
放
映
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ

の
さ
い
必
要
な
技
術
的
助
力
お
よ
び
放
送
器
具
を
無
料
で
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
輪
）
そ
れ
を
越
え
て
、
反
論
放
送
義
務
者

（
記
）

は
、
反
論
権
者
の
反
論
作
成
の
た
め
に
、
編
集
あ
る
い
は
カ
メ
ラ
・
チ
１
ム
の
提
供
の
義
務
は
負
わ
な
い
。

ま
た
、
義
務
者
は
、
外
国
語
か
ら
自
国
語
へ
の
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
）
反
論
の
翻
訳
義
務
も
負
わ
な
い
。

放
送
に
よ
る
被
影
響
者
に
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
放
送
部
分
の
正
確
な
原
文
に
関
し
て
情
報
（
シ
ロ
⑰
丙
目
岸
）
を
与

（
”
）

え
る
反
論
放
送
義
務
者
の
義
務
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
放
送
が
記
録
・
保
存
さ
れ
、
放
送
後
三
週
間
に

限
り
、
「
正
当
利
益
を
文
書
で
疎
明
す
る
者
は
、
こ
の
記
録
の
閲
覧
を
請
求
し
う
る
」
旨
、
お
よ
び
「
請
求
者
の
費
用
で
、
記
録
の

正
本
、
複
写
あ
る
い
は
謄
本
が
請
求
者
に
送
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
旨
、
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
（
蓄
卑
の
日
国
の
）
。

そ
の
他
の
放
送
施
設
の
場
合
に
は
、
反
論
と
同
日
に
そ
れ
に
対
す
る
応
答
も
許
さ
れ
る
が
、
た
だ
そ
の
応
答
が
事
実
の
陳
述
に
限
定

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
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口
映
画

⑪
序
説
新
聞
、
放
送
が
州
新
聞
法
や
放
送
法
等
で
反
論
権
に
つ
き
規
定
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
映
画
の
領
域
で
は
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
例
外
を
除
け
ば
、
法
律
上
の
規
定
は
存
し
な
い
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
新
聞
法
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
一
（
ミ
８
ケ
目
：
冒
巨
）
も

ま
た
、
法
律
上
の
意
味
に
お
け
る
「
印
刷
物
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
》
『
シ
肝
・
画
題
幻
日
ず
勺
の
）
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク

新
聞
法
の
下
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
も
、
新
聞
法
に
従
っ
て
反
論
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
も
、
そ
れ
以

外
の
映
画
一
般
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
た
だ
、
前
述
し
た
、
廃
案
に
さ
れ
た
一
九
五
九
年
の
人
格
権
保
護
法
案
一
条
一
項
中
の
Ｂ

Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
は
、
反
論
の
対
象
を
定
期
刊
行
の
印
刷
物
、
放
送
に
限
定
せ
ず
、
一
般
化
し
て
い
た
の
で
、
当
然
に
映
画
一
般
も
包

含
し
て
い
た
こ
と
は
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

学
説
で
は
、
新
聞
、
放
送
、
映
画
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
同
質
性
を
強
調
し
て
、
新
聞
、
放
送
の
反
論
権
法
理
が
映
画
に

（
犯
）

も
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
映
画
に
お
け
る
反
論
は
、
映
画
が
一
定
期
間
、

（
釦
）

そ
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
場
合
に
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
の
信
義
則
に
基
づ
き
同
様
な
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

印
刷
物
の
場
合
に
は
、
原
報
道
（
あ
る
い
は
そ
の
複
写
物
）
を
入
手
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
な
い
。
し
か
し
、
放
送
の
場
合
に

は
、
聴
視
者
が
、
自
分
に
関
す
る
放
送
の
部
分
を
メ
モ
し
た
り
録
音
・
録
画
す
る
こ
と
は
、
通
常
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
反
論

の
作
成
の
た
め
に
は
、
原
報
道
の
内
容
を
知
り
、
そ
れ
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
放
送
施
設
は
、
被
影
響
者

に
、
無
料
で
そ
の
関
係
す
る
放
送
原
稿
を
使
用
さ
せ
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
（
た
と
え
ば
、
そ
の
こ
と
が
文
脈
あ
る
い
は
反
論
の

内
容
の
明
確
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
）
、
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
フ
ィ
ル
ム
を
全
部
あ
る
い
は
一
部
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
、
）

い
◎
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反
論
請
求
権
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
反
論
上
映
義
務
の
履
行
は
、
「
遅
滞
な
く
」
、
「
同
じ
価
値
の
（
放
送
）
時
間
に
」
、
「
同
じ
領

（
弱
）

域
に
」
、
「
挿
入
（
文
）
・
省
略
な
し
に
」
等
が
類
推
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
迅
速
に
、
原
報
道
の
届
い
た
範
囲
の
観
客

題
と
な
ろ
う
。

②
法
構
成
こ
の
よ
う
に
映
画
に
関
し
て
も
反
論
を
肯
定
す
る
説
は
、
そ
れ
以
上
詳
細
な
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い

な
い
。
た
だ
、
こ
の
肯
定
説
は
、
抽
象
的
に
州
新
聞
法
・
州
放
送
法
等
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

結
局
、
各
新
聞
法
お
よ
び
各
放
送
法
の
反
論
権
規
定
の
趣
旨
を
類
推
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
事
者
に
つ
い
て
は
、
反
論
請
求
権
者
は
、
映
画
に
よ
り
「
影
響
さ
れ
た
人
お
よ
び
機
関
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
反

論
上
映
義
務
者
で
あ
る
。
「
責
任
編
集
者
あ
る
い
は
発
行
人
」
主
催
者
等
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
製
作
者
（
宅
『
。
旨
い
の
日
）
、
配

給
者
（
房
『
一
巴
（
日
）
、
監
督
（
冒
巴
⑩
ｍ
の
日
）
が
考
え
ら
れ
ろ
。
そ
の
他
、
個
々
の
映
画
館
主
が
上
映
義
務
者
に
あ
た
る
か
は
問

（
錐
）

Ｐ（／◎

同
じ
町
で
上
映
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
映
画
の
字
幕
（
尋
）
『
の
ｇ
ｐ
ｐ
）
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ろ
。
し
か
し
、
こ

の
方
法
で
は
、
反
論
は
、
原
映
画
（
請
求
権
者
に
影
響
を
与
え
た
映
画
）
で
の
反
論
が
上
映
さ
れ
る
以
前
の
観
客
に
は
到
達
し
え
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
は
す
ぐ
次
に
上
映
さ
れ
る
新
し
い
映
画
の
始
め
に
も
繰
り
返
え
し
上
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す

ろへ
ｏ３３
、■'

「
定
期
刊
行
の
印
刷
物
」
あ
る
い
は
「
｜
定
の
放
送
」
に
対
応
す
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
限
ら
ず
映
画
一
般
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

反
論
文
の
形
式
、
内
容
、
範
囲
等
も
新
聞
法
等
の
規
定
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
映
画
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

「
反
論
掲
載
請
求
の
期
間
」
、
お
よ
び
「
掲
載
義
務
の
例
外
」
に
つ
い
て
も
、
新
聞
法
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
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に
被
影
響
者
の
反
論
が
効
力
を
弱
め
ら
れ
ず
に
達
す
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
か
ら
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
具
体

的
な
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
困
難
な
点
が
あ
る
。

こ
の
反
論
請
求
権
の
裁
判
上
の
実
現
に
つ
い
て
も
州
新
聞
法
、
州
放
送
法
等
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

③
反
論
権
否
定
説
前
述
の
よ
う
な
映
画
に
関
す
る
反
論
権
に
対
し
て
、
映
画
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
殊
性
を
強

（
鉛
）

調
し
て
、
州
新
聞
法
、
州
放
送
法
等
の
類
推
適
用
に
疑
問
を
提
示
す
る
説
も
あ
る
。

第
一
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
定
期
性
（
勺
の
１
．
ｓ
且
〔
鷲
）
が
な
け
れ
ば
、
反
論
は
原
報
道
（
原
放
送
、
原
映
画
）
に
接
し
た

読
者
（
聴
視
者
・
観
客
）
に
達
し
え
な
い
が
、
映
画
は
こ
の
定
期
性
に
欠
け
る
と
す
篭
個
々
の
映
画
（
特
に
劇
映
画
）
に
つ
い
て

は
、
一
一
度
、
三
度
、
続
け
て
同
一
映
画
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
ま
た
、
転
々
と
異
る
映
画
館
で
上
映
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
つ

ど
観
客
も
変
っ
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
原
映
画
の
後
日
の
上
映
の
際
に
反
論
を
出
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
観
客
に
は
届
か
な
い
。

ま
た
、
後
日
、
上
映
さ
れ
る
別
の
映
画
で
の
反
論
も
、
今
日
で
は
映
画
館
の
「
常
連
（
の
日
日
曰
己
：
嵐
百
日
）
」
は
、
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
た
の
で
同
じ
く
そ
の
反
論
は
、
原
映
画
の
観
客
に
は
達
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
一
定
の
観
客
に
よ
り
、

上
映
さ
れ
て
い
る
映
画
に
か
か
わ
り
な
く
、
定
期
的
に
（
た
と
え
ば
毎
週
一
定
の
曜
日
に
）
訪
問
さ
れ
て
い
た
「
い
き
つ
け
の
映
画
館
」

は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
存
し
な
い
。
今
日
で
は
、
見
た
い
映
画
を
選
び
、
ま
た
（
自
動
車
等
の
交
通
手
段
の
発
達
と
相
ま
っ
て
）
そ

の
都
度
目
当
て
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
る
映
画
館
を
訪
問
す
る
、
と
い
う
の
が
常
で
あ
る
。

第
二
に
蒔
露
的
鶏
道
（
鳥
目
③
二
国
２
．
言
…
寓
目
煩
）
は
、
（
二
＆
‐
ス
映
画
を
別
に
す
れ
ば
）
映
画
で
は
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
な
い
。
映
画
、
特
に
劇
映
画
で
は
、
虚
構
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
劇
映
画
中
の
事
実
主
張
に
よ

っ
て
「
影
響
さ
れ
ろ
」
と
い
う
こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
多
く
な
い
。
「
事
実
対
事
実
」
と
い
う
原
則
を
満
足
さ
せ
る
反
論
を
劇
映
画

に
対
し
て
適
切
に
発
表
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
・
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す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
側
）

第
四
に
、
反
論
の
上
映
方
法
の
点
で
も
問
題
が
あ
る
。
反
論
は
、
後
日
、
他
の
映
画
で
、
あ
る
い
は
原
映
画
の
後
日
の
上
映
中
で

な
し
う
る
。
反
論
は
、
原
映
画
の
上
映
の
た
び
に
上
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
映
画
の
後
日
の
上
映
の
際
に
反
論
さ
れ
た
と
き

に
の
み
、
（
反
論
が
上
映
さ
れ
て
以
後
に
）
原
報
道
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
の
受
け
手
が
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

反
論
が
上
映
さ
れ
だ
さ
れ
る
以
前
の
観
客
に
は
、
反
論
は
、
も
は
や
到
達
さ
れ
え
な
い
。
さ
ら
に
、
具
体
的
に
、
反
論
は
、
映
画
中

で
の
原
伝
達
（
報
道
）
の
後
で
の
み
、
同
一
映
画
の
反
論
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る

部
分
の
上
映
さ
れ
る
以
前
で
は
、
観
客
は
反
論
を
理
解
で
き
ず
、
無
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て

い
る
部
分
の
後
に
反
論
を
上
映
す
る
た
め
に
（
劇
）
映
画
を
中
断
す
る
こ
と
は
、
映
画
館
や
観
客
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
な
い
。
映
画

の
終
了
後
の
反
論
の
公
表
で
は
、
観
客
は
館
外
へ
出
よ
う
と
あ
せ
っ
て
い
る
の
で
、
観
客
に
反
論
を
知
ら
し
め
ろ
と
い
う
意
味
で
は

ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
。
た
だ
、
可
能
な
の
は
、
長
い
映
画
の
中
途
の
休
憩
時
間
後
の
後
半
の
導
入
部
で
な
す
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
部
分
が
、
休
憩
時
間
前
に
上
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
対
し
て
も
、
定
期
性
と
い
う
点
で
は
、
他
の
映
画
と
事
情
は
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
反
論
の
目
的
が
、
迅
速
に

簡
便
な
手
続
で
原
報
道
と
同
じ
観
客
に
対
し
、
同
じ
方
法
で
、
自
分
の
事
実
主
張
を
知
ら
せ
る
可
能
性
を
与
え
ろ
と
い
う
こ
と
で
あ

（
似
）

れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
場
合
に
も
、
同
じ
観
客
に
反
論
を
伝
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
反
論
制
度
の
有
効
性
が
問
題
と
な
ろ
う
。

⑭
私
見
第
一
の
映
画
に
お
け
る
定
期
性
の
欠
如
の
指
摘
は
、
当
を
得
て
い
ろ
。
た
し
か
に
、
映
画
の
場
合
に
は
、
原
映
画

の
観
客
の
す
べ
て
に
反
論
を
到
達
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
映
画
で
の
反
論
、
あ
る
い
は
次
に
上
映
さ
れ
る
映

第
三
に
、
反
論
は
、
原
報
道
が
な
お
現
実
性
を
有
す
る
間
に
観
客
に
届
く
よ
う
に
迅
速
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

点
も
、
映
画
で
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
鶴
）
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
同
一
の
製
作
者
の
後
の
映
画
で
の
反
論
は
、
長
期
間
を
要
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画
で
の
反
論
に
よ
っ
て
も
、
原
映
画
の
か
な
り
の
観
客
に
反
論
を
到
達
さ
せ
う
る
。
第
二
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
、
劇
映

画
に
よ
り
「
影
響
さ
れ
ろ
」
こ
と
は
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
に
比
べ
て
必
ら
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
皆
無
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
点
は
、
映
画
に
関
す
る
反
論
制
度
を
不
要
と
す
る
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
第
三
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

原
映
画
と
同
一
映
画
会
社
の
す
ぐ
次
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
字
幕
部
分
で
反
論
を
な
さ
し
め
ろ
、
な
ど
の
方
法
に
よ
り
解
決
さ
れ
う
る
、

と
解
す
る
。
第
四
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
面
の
す
ぐ
あ
と
に
字
幕
で
反
論
文
を
出
せ
ば
足
り
ろ
と
思
わ
れ
ろ
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
写
真
、
絵
、
略
図
な
ど
の
方
法
に
よ
る
反
論
は
困
難
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
の
場
面
が
休
憩
時

間
前
に
出
て
く
る
場
合
に
は
、
上
映
再
開
の
冒
頭
で
、
文
章
あ
る
い
は
写
真
等
に
よ
る
反
論
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
次
に
上
映
さ

れ
る
他
の
映
画
で
の
反
論
も
上
映
の
冒
頭
で
、
同
様
の
方
法
で
な
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
多
数
説
が
妥
当
と
思
わ
れ
ろ
。
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注
（
１
）
西
ド
イ
ツ
の
放
送
施
設
名
、
所
在
地
、
管
轄
地
、
設
立
お
よ
び
反
論
権
の
根
拠
法
令
名
を
表
Ｉ
に
掲
げ
る
。

（
２
）
』
・
の
忌
罠
【
・
国
巨
『
国
①
１
，
再
両
目
、
⑩
耳
旦
・
冒
已
関
勺
吋
冊
の
，
ｚ
］
三
］
の
⑰
Ｐ
の
．
『
｛
涯

（
３
）
四
・
ロ
の
葛
四
二
》
の
③
唄
肖
：
『
の
←
の
』
」
：
唄
肖
の
ｇ
】
【
口
且
国
号
（
・
帛
同
の
己
」
夢
］
①
『
⑬
．
■
の
昌
曰
・
の
．
『
．

（
４
）
ユ
ー
ゴ
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
、
永
井
道
雄
監
訳
「
多
く
の
声
、
一
つ
の
世
界
ｌ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
社
会
、
そ
の
現
状
と
将
来
－
」
（
ユ
ネ
ス
コ
「
マ
ク
プ
ラ
ィ
ド
委
員
会
」
報
告
）
四
九
四
頁
参
照
。

（
５
）
た
と
え
ば
、
一
九
七
○
年
に
反
論
放
送
請
求
は
、
西
ド
イ
ツ
の
放
送
施
設
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
を
構
成
す
る
九
施
設
、
一
一
連
邦
施
設
な
ら
び
に
Ｚ
Ｄ
Ｆ
）

の下でたった一一一四件のみであった。その内八件（秘）だけが法定要件に合致し放送された（□のョ凶ＰＰ四・ｐ肋・『、⑰）。
（
６
）
【
汀
急
ｍ
Ｆ
Ｐ
閏
○
・
．
叩
・
の
、
】
Ｐ

（
７
）
た
と
え
ば
、
三
・
［
ご
段
の
且
勺
『
①
ゆ
ぃ
の
『
ｎ
頁
》
国
旦
・
宮
］
漂
溪
冨
冒
：
の
Ｐ
の
．
、
田
、
⑬
⑭
一
一
ロ
⑦
弓
凹
一
一
》
色
’
四
・
ｐ
・
の
・
ロ
．

（
８
）
》
一
Ｎ
己
『
‐
⑫
（
目
〔
の
『
》
亟
呂
シ
ヮ
の
・
得
ロ
ヨ
、
Ｃ
Ｆ
甸
‐
。
》
智
】
蛋
届
・
】
．
③
、
の
１
℃
の
》
悪
屋
・
鴎
〕
シ
ワ
⑰
．
⑬
函
『
の
曰
宅
の
》
謡
巨

シ
一
筋
・
］
》
①
函
四
日
ワ
田
の
》
謡
』
】
》
鵠
シ
す
⑰
・
・
三
号
勺
。
》
溌
巨
・
恩
シ
ワ
の
．
】
ｚ
丙
三
田
の
》
謡
』
］
・
呂
シ
一
筋
・
］
の
ｎ
Ｚ
Ｉ
配
弔
の
。

（
９
）
【
唾
帛
貯
『
》
■
・
■
・
○
・
』
の
．
農
『
・

（
、
）
己
の
署
凹
臣
四
・
四
・
○
・
・
の
・
国
・

（
ｕ
）
Ｆ
・
域
の
局
』
画
・
色
。
○
・
・
ｍ
・
暉
呂
》
Ｃ
①
亀
巴
］
・
Ｐ
凹
・
○
・
・
ｍ
・
噂
⑪
．

（
、
）
た
と
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
掲
戦
義
務
者
に
つ
い
て
の
規
定
が
欠
け
て
い
ろ
。

（
通
）
□
①
弓
四
一
一
》
Ｐ
四
・
○
：
の
．
ｇ
》
の
①
】
目
、
ｍ
：
白
昼
【
、
の
、
冒
己
の
円
・
画
・
凹
・
。
§
の
．
患
・

（
皿
）
Ｃ
の
三
四
］
］
・
田
・
田
．
。
．
》
の
．
巴
》
の
①
】
目
、
の
、
ゴ
ョ
菖
斤
、
の
＆
］
○
口
①
扉
四
・
四
ｂ
・
》
の
．
腿
．
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（
、
）
同
す
旦
・

（
犯
）
□
の
ａ
＆
戸
・
Ｐ
色
・
○
・
》
の
．
ｓ
、
岳
・

（
鋼
）
の
⑦
一
同
、
②
呂
日
国
（
、
⑫
＆
○
口
の
早
田
・
Ｐ
○
・
・
の
．
届
】
・

（
型
）
ロ
の
薯
巳
一
・
回
．
四
・
○
・
・
の
。
一
切
・

（
頭
）
の
①
一
目
、
の
島
自
身
、
の
。
蔦
曰
の
曰
餌
・
回
．
。
：
⑪
。
］
⑬
］
・

（
記
）
［
〕
の
君
ロ
ー
已
凹
・
Ｐ
Ｃ
・
》
の
。
』
、
，

（
”
）
の
巴
薗
、
の
８
ョ
】
烏
、
の
、
９
口
の
『
》
四
・
凹
・
○
・
．
印
・
局
］
・

（
犯
）
ケ
ラ
ー
（
穴
の
二
の
『
）
は
、
反
対
。
ケ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
の
製
作
の
際
に
、
技
術
的
に
た
と
え
ば
カ
メ
ラ
・
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
協
力
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
（
宝
・
］
・
【
の
］
］
、
『
・
□
囲
め
”
①
８
行
ｍ
こ
【
の
①
頭
の
目
胃
⑰
扇
二
目
困
凸
日
司
の
『
曰
叩
の
‐

す
⑦
Ｐ
シ
『
●
ず
、
丙
匂
②
。
⑨
⑬
①
）
。

（
羽
）
印
図
冨
、
⑫
、
冒
己
身
、
の
、
す
目
の
尽
旬
・
Ｐ
○
・
・
⑫
．
届
の
．

（
即
）
向
ご
ｇ

ｊ

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権
一
一
」
琉
大
法
学
一
一
九
号
七
○
頁
参
照
。

く

（
旧
）
、
凰
同
、
の
、
昏
目
島
、
ｍ
９
ｇ
①
『
》
凹
・
四
・
○
・
・
ｍ
．
』
】
①
．

（
四
）
の
凰
目
、
⑫
９
曰
亘
芹
、
ｍ
・
冨
口
の
曰
四
・
四
・
○
・
．
⑫
．
届
○
・

（
過
）
巨
旨
の
『
・
煙
・
国
。
。
§
の
．
恩
『
》
□
２
国
一
］
・
Ｐ
凶
・
◎
：
⑫
・
態
・

（
咽
）
放
送
の
反
論
権
に
つ
き
州
新
聞
法
が
準
用
さ
れ
る
限
り
で
、
こ
の
除
斥
期
間
が
存
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
放
送
法
や
州
間
条
約
に
は
そ

の
例
を
見
な
い
。
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（
⑭
）
向
ワ
②
．

（
虹
）
⑫
①
】
厨
、
⑫
、
ゴ
ョ
〕
号
、
⑫
、
。
ｇ
①
『
．
Ｐ
凹
・
○
・
・
ｍ
・
巨
・

（
調
）
向
ワ
９

（
釦
）
の
、
一
厨
、
の
：
ョ
己
【
、
の
８
９
の
『
》
四
，
四
・
○
・
・
ｍ
．
』
日
・

（
皿
）
⑩
①
胃
、
の
呂
目
旦
戸
、
⑫
の
悪
口
の
『
・
ロ
・
図
．
。
．
》
ｍ
・
］
農
、
】
⑬
『
・

（
犯
）
【
Ｃ
①
す
の
］
・
Ｚ
］
言
巳
＄
・
の
．
『
①
画
》
因
：
己
の
界
、
⑭
の
｝
爵
の
ｑ
・
少
『
○
す
勺
閃
巳
＄
．
⑫
。
、
①
負
【
》
国
の
『
ぬ
の
『
．
シ
月
冨
完
》
】
①
＄
》
⑫
。
、
田
》

Ｅ
魚
一
の
『
》
卸
・
凹
・
。
．
．
⑫
．
鴎
⑭
》
閨
・
田
巨
ヴ
ョ
四
口
Ｐ
Ｃ
田
⑫
で
ｑ
ｍ
ａ
ｐ
二
、
冨
臼
厨
『
の
ｎ
頁
》
】
や
ｓ
・
宍
。
］
Ｐ
ｍ
・
単
『
←
、
い
『
⑩
．

（
詔
）
Ｆ
賃
こ
の
『
包
凹
・
脚
．
。
。
】
⑫
．
“
認
・

（
型
）
の
⑩
岸
い
、
の
８
日
己
庁
、
⑫
、
９
月
□
凶
・
閏
．
。
§
の
．
臣
・

（
弱
）
⑫
①
】
［
曲
、
⑫
９
日
冨
斤
、
の
、
９
月
『
『
四
・
・
・
○
・
の
。
］
圏
・

（
鋼
）
⑫
図
【
頃
、
の
、
ゴ
ョ
己
斤
、
の
呂
○
：
『
・
印
・
餌
・
○
・
》
⑫
．
⑫
。

（
訂
）
⑪
図
蔚
、
の
８
日
己
（
、
、
：
○
口
①
曰
四
・
四
・
○
・
》
⑫
。
①
、
』
Ｐ

（
犯
）
の
①
一
爵
、
⑫
９
目
］
丘
〔
、
⑩
呂
目
①
『
・
四
・
四
○
；
⑫
．
Ｓ
・

（
昭
和
五
七
年
六
月
三
○
日
）


